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を喜んでまたお母さんに喜ばれよう (on)と 自分
でできることを探して試みる (on)よ うになるも
の (「好奇心」や 「やる気J「集中力J)です。この
ようにすれば, これからの共同体の中で最も重要な

意味をもつ 「相手の気持ちがわかるJと いった社会
的能力は 3～ 5歳頃の 「群れ遊び」の中で自然に培
われてくると思うのです。

また,②, 1個 の神経細胞には1000～ 1万のシナ
プスがあり, この量が最大になるのは早くも 1歳
で, この中,視覚や聴覚におけるシナプスの増加は
生後 4～ 6か月で最大に達し,側頭葉や前頭葉の言
語野や連合野では, これよりやや緩やかで 1歳頃に

最大になり, しかも,それらはそのまま増え続ける
のではなく必要なものは残し不必要なものは捨て,

5歳頃までにほぼ大人の脳のネットワークの基礎が

完成するといわれています。

このように,知覚・認識・運動に関するすべての
シナプスは幼児期までのそれらの形成過程に専ら左

右されるのであって,基本的には知覚系から入った
刺激は前頭葉の認識過程を経て最終的には中央の運

動野から筋肉へと連動されていくのです。また,や
る気や意欲の欠如は前頭葉の機能の低下によるもの

と考えられており,いわばブレーキとしての前頭葉
とアクセルとしての扁桃体の関係がうまく機能しな

い場合に生じることが明らかにされています。私た

ちは, このような神経科学の知見に学びながら幼児
の新しい「からだ育て」のために家庭や共同体の環

境をよりよい状態にしていかなければなりません。

特に,幼稚園では子育ての代わりでなく子どもと
共に親を育て,家庭や地域の子育ての再生を図るこ
と,行政もこれを受けて親が働くことを支援するの
ではなく,親に子育ての喜びを教える政策に力を入
れること,そしてこのために地域く

｀
るみの検討会を

設けその成果を実行に移して欲しいと思うのです。

三重大会で

幼稚園が全国表彰さねたことの意味

会 長

平成15年度の三重大会で,初めて4つの幼稚園が
全国表彰を受けました。これらの幼稚園は幼児の運

動保育が, これからの「生きる力」になると確信さ

れ園をあげて努力された結果だと思います。

また周知のように,従来から脳のさまざまな機能
の発達には臨界期のあることが明らかにされていま

すが, 15年度は孝L幼児の臨界期と学習との関係をよ

り具体的に解明するために「日本子ども学会Jが設
立されたり,幼児のよりよい環境づくりや早期教育
の是非などの問題を巡つて国際的なシンポジウムが

開かれました。

ここでは,今日の生命科学のめざましい成果が,
幼児期の①体の覚醒や②運動保育の解明に多くの示

唆を与えていますので, これらの問題について触れ

たいと思います。

①,体はいわゆる各種の臓器や骨格・筋肉・神経
などの入つた容れ物であり, これらの臓器はすべて

細胞から構成されています。人間の細胞は成人で約

60兆個もあり,驚 くことに体のどの部分の細胞をと
っても,そ こには30億 という同じ情報が納められて
おり, しかも全情報のうち歯は歯,髪は髪だけのも
ので,それ以外の遺伝子は封印されているといわれ
ています。つまり,遺伝子のこのon/ofの 機能は眠
っている部分と目覚めている部分とがあるというこ

とです。しかもこの中,実際に働いている遺伝子情
報は,その 5～ 10%に 過ぎないと考えられており,
人生をよりよく生きるにはよい遺伝子をonに して

悪い遺伝子をoffにすることが大切で, このために

環境を変えたり楽しいことを考えたりして眠つてい

るよい遺伝子を覚醒させること (on)が重要です。
例えば, これを幼児についていえば 2歳頃になる
と,親や兄弟の真似をしたり少しずつ自分で考えて
何か新しいことを試みるようになりますが, このよ

うな時にはお母さんはこれを心から褒めて (on),

体を抱きしめてやる (on)こ とです。幼児はこれ



第 41号 連体学連体学 第 41号

生きる力の育成の視点に立つこれからの体力つくり

文部梓業スポーツ 彰 翔 胃御珂体制 斗∃踏 官 渡  還   彰

幼児のしなやかな心と体を育む運動遊び

1 体力の現状と国の対応

文部科学省では,昭和39年以来毎年「体力・運動
能力調査」を実施してきているが,近年,子 どもた
ちの体力は年々低下傾向をたどっており大きな問題

となっている。

このような状況に対応するため,平成12年 9月 に
策定された国の「スポーツ振興基本計画Jに おいて
は, “たくましく生きるための体力の向上を目指
し,児童生徒の体力低下を上昇傾向に転じるため,
児童生徒が進んで運動できるようにする"こ とが到
達目標として掲げられている。

また,平成 14年 9月 には, 中央教育審議会から
「子どもの体方向上のための総合的な方策についてJ

の答申が出され,①体力向上に向けたキャンペーン
の展開,②子どもが体を動かすための動機付け,③
地域において子どもが体を動かすための環境整備 ,

④学校の取組の充実,⑤体方向上のためのプログラ
ム開発と「スポーッ健康手帳Jの作成,⑥体力の向
上に資する子どもの生活習慣の改善などを求めてい

る。

2 教育課程における体力の位置づけ

現行の学習指導要領は,完全学校週 5日 制の下,
教育内容を厳選し,ゆ とりの中で学習指導要領に示
す基礎・基本を確実に身につけ, 自ら学び自ら考え

るなどの「生きる力」の育成を基本的なねらいとし

ている。 この 「生きる力」は,① 自ら学び自ら考
え,よ りよく問題を解決する能力,②自らを律しつ
つ,他人と協調し,他人を思いやる心や感動する心
などの豊かな人間性,③たくましく生きるための健
康や体力という3本柱で構成されており, 3番目の

柱として「健康や体力」が位置づけられている。

現行の学習指導要領においては,小学校・中学校
・高等学校ごとに体力の向上を図る内容について重

点化を図るとともに,従前の体操領域の名称を「体
つくり運動Jと 改めるなど,その充実を図つている。

総則では, “学校における体育・健康に関する指

導は,学校の教育活動全体を通じて適切に行うもの
とする。特に,体力の向上及び心身の健康の保持増
進に関する指導については,体育科 (保健体育科)
の時間はもとより,特別活動などにおいてもそれぞ
れの特質に応じて適切に行うよう努めることとす

る。"と している。

また,体育・保健体育科における「体力を高める
運動」は,体力の向上を直接のねらいとした運動で
あり,そ の重要性から小学校 5年生から高校 3年生
まで各学年必修としている。

3 これからの体力つくり

学校における体力の向上を目指しその充実を図る

ということは,昭和40年代の体力つくり中心の学校
体育に戻るということでは決してない。

例えば,教師が回数や時間を定めて子どもたちに
一方的に強いる体力つくりでは,従前と同じ体力つ
くりにまいもどってしまうであろう。そのような体

力つくりであるならば,運動の苦手な子どもはもと
より運動の得意な子どもたちもますます運動から遠

ざかっていってしまうと思われる。日前の一時の記

録の向上を図るだけにとどまっていてはならない。

これからの体力つくりは,子どもたちに体力つく
りの必要性を理解させ,意欲的・主体的に取り組ま
せていくことが求められでいる。そのためには,生
涯にわたって積極的に運動に親しむ資質や能力を培

うことにより,子どもたち自身が自分の体力という
ものを意識しながら日常生活の中で運動の生活化を

図るようにしていくことが大切である。

特に,体育・保健体育科の「体力を高める運動J
においては,単に体力 (「技能J)を引き上げること
だけに主眼を置くのではなく,子 どもたちの「関心
・意欲・態度Jや 「思考・判断」「知識 。理解」を
育成しつつ体力の向上に向かう契機となることが期

待される。

学校におけるこれからの体力つくりにおいては,

このような資質や能力を育てることが,子どもたち
の 「生きる力Jにつながっていくものと考える。

今,幼稚園から高等学校まで 「生きる力を育む」
ことを前提に教育課程が組まれている。幼児にかか

わる幼稚園教育では「生きる力の基礎を育むJこ とを

前提にした幼稚園教育要領で教育が行われている。

「生きる力Jの要素のうち,今もっとも幼児期に
重視しなければならないのが 「たくましく生きるた

めのlre康や体力Jである。
幼稚園教育の領域・健康は「,い身の健康に関する

領域Jであり,発達の基礎になるねらいと内容から
なっている。内容の指導にあたって,特に「しなや
かな心と体の発達を促すこと」をとりあげている。

しなやかなというのは鞭のように柔軟性と適応性

をもち,強靱で耐性があり簡単に折れないというこ
とである。しなやかな心と体とはいろいろな場面に

おいて適切に反応でき, 自発的・主体的に行動し,

集中して取り組み,最後までやりきるという心の働
きと体の働きをいうのである。

幼児期は,自 ら環境に取り組み主体的に活動を展

開することによって, 自ら発蓬を促すという特性を

もっている。幼児の興味・関心を引きつける環境が

あれば,幼児は自らその環境に取り組み活動を展開
する。そのため,幼稚園教育の基本は環境を通して行

うことであるとしている。心身の健康を育むための望

ましい環境が最近の幼児の環境にあるであろうか。

われわれが行った1973年 ,1986年,1997年 ,2002
年の幼児の運動能力の全国調査の結果は,幼児の環
境が,い身の発達に望ましいものになっていないので

はないかということを示唆している。1986年 をピー

クに低下が著しいからである。1973年から1986年 に

かけて幼稚園・保育所での運動的活動の積極的指導

がなされたように思われる。しかし,1986年以降幼

稚園教育要領の改訂から幼稚園での運動的指導がや

や低調になった面が見られた。これは新しい幼稚園

教育要領を的確に理解していないことにあるように

思われた。

このことを踏まえて,現行の幼稚園教育要領では
身体運動を積極的に指導することを内容の取り扱い

で示し, 自然の中での活動や戸外での活動を進める

ことを通して, しなやかな,い と体の発達を促すよう

にすることを文言で示したのである。

東京学芸大学名誉教授  近  藤  充  夫

幼児は本来身体活動を通して知識や行動の仕方を

学び,動きを多様に獲得しながら体力をつけていく
ものであり,運動を経験することが,い身の発達を促
していたのであるが,最近の幼児の生活環境は運動
の経験をする環境が不十分であることが,身体活動
を通してしなやかな,い と体の発達を十分に期待でき

ないようになっているといえる。

最近の幼児はテレビやテレビゲームなど家の中で

の遊びに集中しているlB向があり (小学生も同様で

ある)家の中でも戸外でも運動的遊びをすることが
減少していることがいろいろな調査で示されている。

運動的遊びが幼児にとっておもしろい遊びである

と思っていても,テ レビやテレビゲームがもっとお
もしろい遊びになっているのである。幼稚園では幼

児は運動遊びを喜んで展開している。運動遊びが本

来幼児の心身の発達を促すもっとも適切な活動であ

ることを17Eえ て,幼稚園での運動遊びが展開できる
環境を積極的に構成することが大切な時代になって

いるといえる。

幼児の体を鍛えるために訓練的な指導をするので

はなく,幼児自身が自ら運動遊びに取り組むような
環境を工夫することである。幼児期はいろいろな運

動遊びを通して,多彩な動きを身につけ,その動き
を使ってさらに動きの水準を高めながら遊びを展開

することによって, 自然にしなゃかな心と体の発達

を促すことができるのである。

幼稚園の園内での活動を工夫するだけでなく,幼
稚園教育要領にも示されているように, 自然の環境

に入つて遊ぶことも最近の幼児には大切な活動にな

る。自然の中での活動は幼稚園での活動とはかなり

異なった活動が展開できる。滑り台や雲底や鉄棒な

どの人工的な遊具と違って, 自然そのものの姿で幼

児の興味を引きつけるものである。長い斜面は幼児

にとって駈け降り,滑 り降り,転がり降りなどいろ
いろな遊びを思いつかせ,長い斜面を飽きずに上り
下りをしているものである。降り方の工夫,上 り方
の工夫を見ているとしなやかな心と体が育まれてい

ることがわかるのである。

園内,園外での運動遊びを積極的に進めていくこ
とが21世紀の子どもをたくましく育てることになる。

-2- -3-
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小学校での「体力づくり」の改革をめざして
～学力偏重の教育改革の先に見える方策～

名古屋市立藤が丘小学校校長  ||1 口  啓

中学校・高等学校における体力つくりの考え方
～生涯スポーツ推進の立場から見た学校体育における体力つくり～

現在,小学校での体力づくりは低調である。
それは,教育改革の名の下に多くの変化が押し寄
せて,体力づくりに関する取り組みが縮小されてい
るからである。そこで,かなりの焦りを抱いての間
題提起としたい。

1「学力と体力」は教育の両輪
今,ほ とんどの小学校では「確かな学力Jの育成
を目標に,国語や算数を中′らにした学習に偏重して
いる (平成15年度学校研究テーマのうち,国語や算
数の学力向上に関するもの 1614%/体育・健康に
関するもの :53%,名 古屋市内小学校103校調査)。
学力を高めるには, ドリル学習や百ます計算が効

果的だとして実践されている。また,総括的な学力
の評価は,知識・理解を中心にした学カテス トの結
果で判断している学校もある。まさに知識に偏重し

ている。こうした知識や知育に偏重した教育は,か
つてその弊害が指摘されバランスのよい教育が求め

られた結果,豊かな人間性が教育の目標になったの
に,当 時の精神はどこへ行ったのだろう。
近年のこうした改革は,明 らかに学校での体力づ
くりを “後退"させている。これまで朝の運動集会
が貴重な運動機会であったが,代わってドリル学習
や本の読み聞かせなどの時間になっている。また,

子どもたちは,休憩時間にパソコンに向かいメール
やインターネットを検索している。休憩時間に運動

場で元気に遊ぶのは,全校児童のうち 2割程度だと
する調査結果も見られる。

いや学校だけではなく家庭や地域でも,近所の子
どもが群れて遊ぶ姿を見ることがめずらしい。子供

会やスポーッ少年団に入らないと,仲間と交流でき
ないという嘆かわしい状況である。

をイメージしてしまい,体づくりに限定的になって
しまうことを反省する。子どもの体という人として

の幹に関して,今 と今後にわたってどう自己教育し
ていくかという教育課題である。それは一生かかっ

て行う自分創りであり,その 1つが 「体力づくり」
である。だから適性は身体だけでなく,人間として
の適性でなければならない。           だ
小学校での具体的な方策は次の 3点を考える。  ｀
① 体育授業と総則体育・体育行事との連携
体力づくりは,子どもが「自分の体を知る,高め
方を考え工夫する,今後を考え実行するJ等を学ぶ
過程で成り立っていく。特に,体育の学習とその発
展の場をつなぐことが大切である。発展の場は総則

体育や学校行事である。両者の連携は,週間課程表
や教育課程を工夫しないとできない。学校全体で取

組むことである。特に,小学校では業前の時間等で
子どもがまず実践するよう仕向ける。その上で,体
育の授業によって自分の体の動き方はどうか,好み
はどうかがわかってくる。授業と総則体育・学校行

事との連携を深めたい。

② 体育授業での運動の質と量の確保
体育授業は,週あたり25回に減っただけに,体
についての学習をさらに厳しく追究したい。

質の面では運動の技を高めることと同時に,心拍
数を測つたり,運動時の気持ちの変化を記録したり r
して学びの質を高める。一方,量の面では話し合い｀

や作戦の時間は最短にして運動の実働時間を多くし,

同時にそれに耐えられる体にしていく。汗をかくこ

とを楽しみ,筋肉や関節への負荷に慣れるようにす
る。体力づくりは心身への刺激が基になる。

③ 体力づくりの情報公開

熊本県教育庁体育保健課学校体育係長

中央教育審議会は,「子どもの体力向上のための

総合的な方策についてJ(平成 14年 9月 30日 答申)
の中で,「子どもの体力の低下は,運動する量が減
少したことによるものと考えられるが,その最大の

原因は人々の意識に中にあるJと し,保護者をはじ
めとした国民の「体力」に対する軽視を指摘してい

ます。また,子どもを取り巻く環境の問題として,

「子どもの生活全体が,歩いたり,外で遊んだりす
るなどの日常的な身体活動の減少Jと 「スポーッや

外遊びに不可欠な要素である時間,空 間,仲間の 3
つの減少Jを挙げています。
これらの課題を踏まえ,「生きる力」における重

要な要素の 1つである「体力Jの 向上に向けた学校

体育における取り組みの考え方について述べること

にしたいと思います。

1 授業の充実
教科としての保健体育の目標の中には,「体力の

向上Jが示されていますが,直接的に「体力の向上」
をねらいとする領域は,「体ほく

｀
しの運動Jと 「体

力を高める運動」を内容とする「体つくり運動」で

す。「体つくり運動Jを年間指導計画に確実に位置
づけ,体つくり運動の実施を充実させることが重要
であると考えます。

体つくり運動を指導計画に位置づけることは,体
力に関して評価することにつながります。体力に関

して評価することは,体つくり運動の実践が直接的
に体力を向上させたり,そのための資質や能力を育
成するだけではなく,体力の重要性を生徒や保護者
をはじめとする国民全体に再認識されることにもつ

ながると考えられます。

また,体力向上のためには,運動の実践は不可欠
ですが,実践方法について学び,生涯にわたって自
ら体力を向上させるための資質や能力を身につける

ことも大切であると考えます。そのためには「体育

に関する知識Jや 「体育理論Jの学習と関連を持た
せながら,運動や体方向上の意義と方法について理
解を深めることが必要です。このことは,「生きる

城 長 員 治

力」の育成の観点からも重要であると考えます。

2「運動部の活動」の重要性
生徒の体方向上のための充実した運動量と継続的

な活動の確保という点では,運動部の活動は,極め
て効果的な活動と言えます。しかし,運動部の活動
は,希望する同好の生徒によって行われる活動です
ので,多くの生徒が運動部の活動に積極的に参加で

きるよう配慮することが大切です。また,運動部の

活動は,学校において計画する教育活動であり,生
徒の能力・適性,興味 。関心等に応じつつ,生徒の
バランスのとれた生活や成長のためにも,適切な活
動が行われるよう配慮も必要です。

3 体育的行事の可能性
体力の向上には,運動の日常化が必要です。学習
指導要領の総則にも,体力の向上は,学校教育活動
全体を通じて行うものとするとしておりますが,特
に,特別活動としての体育的行事は,生徒の体力の

向上に対して大きな可能性を持っています。体育的

行事としての体育祭,各種の球技大会や競技会など
は,貴重な運動体験の機会となるとともに, 自発的
・自主的な運動実践を生み,引 いては運動の日常化
につながると考えられます。学校における体育的行

事の充実に期待したいと思います。

4 学校体育における生涯スポーツの推進と体力つ
くり

学校体育は,「保健体育」の授業,運動部の活動,
その他の学校教育活動を通じて,運動やスポーツの

楽しさを体験し,生涯にわたる豊かなスポーツライ
フの基礎を培うことが求められています。生涯スポ

ーツの推進と体力の向上は,学校体育における大き
な 2つの柱であると同時に, この 2つは,密接な関
係にあります。体力の維持・向上のためには,継続
的な運動の実践が不可欠であり,そのことが生涯ス
ポーツそのものと捉えることができます。生徒が,

自己の体力について考え, 自ら体力つくりを実践で

きるようにすることが,学校体育における体力つく
りの考え方であると思います。

だからこそ,学校では学力向上に偏るのでなく,   学校での学習の成果は,通知表や個別面談等で保
思いっきり仲間と運動遊びをさせ,バランスのとれ  護者や子どもに知らされているが,体力づくりに関
た人間教育が必要であるのは疑う余地もない。    してどんな状態でどう学んだのか,案外保護者には
まず,体育を教育の中で大切に考えている私たち  知 らされていない。授業参観や運動会以外にもっと
が,「学力と体力」を車の両輪のように位置づけて  具体的に,体力のデータや体力づくりの関心の程度
考えるという教育の原点に立ち戻りたい。      など学力と同じように情報を公開したい。
2 体力づくりの改革                以上のように体力づくりが人間を創っていく教育

体力づくりをリニューアルしたい。        として機能する改革が待望される。

まず,体力づくりというと身体Jln性を高めること
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仲間と学び合い,進んで運動に親しむ子どもの育成
～体ほぐしの運動の開発を中心にして～

山形県戸沢村立戸沢小学校校長 齋 藤 正 昭

りにあるこれらの自然状況によって,室内では転ば
なかったのが転んでしまう,ぶつからなかつたのが
ぶつかってしまうことになり,子どもたちに体ほぐ
しの運動の 3つのねらいをより意識させることがで
きた。

(a水の中での体ほぐしの運動
単元名  「エンジョイ アクアランド」(6年 )
指導者 加賀谷成秀 教諭 (H15)
この学級では,体ほぐしの運動を単独単元として

実施してきた結果 ,「楽しい」と「どちらとも言え

ないJと答える児童が約半々であつた。「仲PB5との
交流Jという指導者の願いと「やらされている」と
いう児童の意識にずれがあるのではと反省した指導

者が,ほとんどの児童が好む水の中での学習に体ほ

ぐしの運動を取り入れてみようとした実践である。

基本の運動の水遊びや水泳のウォーミングアップと

の違いに悩みながらも実践した学習の主な流れは下

記の通りである。

1準備運動 ,入水
2やや活動的な運動
・鬼ごっこ,最上川
(渦起こし),綱引
き

3ゆ ったりとした静

的な運動
。人間ボールつき,

足にょろにょろ,

プールサイ ドでの

体ほぐし

4活動的な運動
・リズムダンス,イ
ルカのおり,コ イ
の滝登り,水中ボ
ール送り

単独単元として水中で

行う体ほぐしの運動は初
めてなので, 4時間扱い
の前半は指導者が提示し

た運動を中心に行い,後
半は児童がルールや運動
の仕方を考えられるよう

にし,与えられた運動か
ら自らの運動という意識

を持たせるように配慮し

た。

児童は水の中で浮力や

流れを感じながら,今ま
で以上に自然に触れ合え

るようになった。

(3)運動の系統表の作成 (下表参照)

本校では5 6年生が体ほぐしの運動を単独単元
で実施している。 1～ 4年生も体ほぐしの運動のね
らいや要素を加味した運動をウォーミングアップの

時間に設け,心も体もスイッチオンの状態にして学
習を進めるようにしている。そのために,それぞれ
の主運動に関連する体ほぐしを加味した運動を位置
づけ,領域ことに運動の系統表を作成している。
また,いろいろな運動遊びに親じめるように毎週
木曜日の中間休みにゆうゆうタイムを30分間設定し

ている。体ほぐしの運動の要素を取り入れた戸小リ

ズム体操で始まり,縦割り班で異学年交流をしなが
ら,いろいろな運動を楽しんでいる。もちろん,学
校の裏の神社や田んぼでの遊びも,ゆうゆうタイム
の運動遊びのひとつになつている。

5 おわりに
「授業づくり」「遊びづくり」「健康づくりJの 3

つを柱に,筑波大学の村田芳子先生,
東京学芸大学の池田延行先生,最上
地区教育研究会体育部会の方々にも

ご指導をいただき研究を進めてきた。

今後も地域の特性を生かした運動
の開発に努め,地域住民と一体とな
った体育・スポーツ活動を実践し,

仲間と関わりながら生涯にわたって

進んで運動に親しむ子どもの育成を

めざしていきたいと考えている。

1 はじめに
平成H年度に文部科学省より「体育・スポーツ推
進校」の指定を受け,本校の研究がスター トした。
「体ほぐしの運動って何だろう ?」 「めあて学習を取

り入れた授業の進め方は ?」 疑問だらけの中,さ ま
ざまな方々よりご指導をいただき,研究を進めてき
た。保護者,教育委員会の全面的な協力を得て,地
域の願いや特性を生かした研究をめざしている。

2 研究主題
「高め合う体,ひびき合う心～仲間と学び合い,
進んで運動に親しむ子どもの育成～J

3 研究の内容
〈一人ひとりを伸ばす学習過程の工夫〉

(1)学習材の研究
・運動の特性,技能のポイントの把握
・児童一人ひとりの実態把握

0)「めあて学習Jに よる学習過程の研究
・単元構成の工夫,教師の支援方法の工夫
・めあて学習の流れとめあての持たせ方,めあてボ
ー ドの活用法の工夫
・場の設定や活動内容の工夫

く仲間とかかわり合い,共に伸びる活動の工夫〉
(1)体ほぐし運動の研究,実践
・体を動かすことの心地よさや仲間とかかわり合う

楽しさを感じさせる運動の工夫
・戸小リズム体操の実践

(2)学び合い,認め合いの場の設定
0学 習評価の工夫
・伸びやよさを認め励ましとなる自己評価・相互評

価・教師による評価の工夫
・学習のあしあとのファイル化

〈健康づくりの実践化への手立て〉

(1)休み時間における運動遊びの奨励

・ゆうゆうタイム,ロ ング昼休み
・遊びチャレンジボード設置とカー ドの工夫

9)健康意識を高める保健学習・保健指導
(3)家庭との連携による心と体づくり

・ピカピチカレンダーの活用
・ 「からだファイルJによる自己管理能力の育成
4 研究の実践
これまでの実践の中から,体ほく

｀
しの運動の開発

に焦点をあて,研究の一端を紹介したい。
(1)地域の自然を生かした体ほぐしの運動

単元名  「,い も体もにこにこJ(6年 )
指導者 曽根田靖志 教論 (H14)
この学級の児童は, 5年 生でも体ほぐしの運動を
単独単元で実施し,相手のことを考えて運動できる
ようになってきた。しかし, 1年目と比べると児童√
の生き生きとした笑顔が少なくなってきたように感

｀

じた指導者は,運動の場所を学校の裏の神社の境内
と田んぼに変えてみることを思いつく。体育館とは

違う場所,外に出ての単独単元ということで,手探
りの中での実践した学習の主な流れは下記の通りで

ある。

アドベンチャーラン

境内の杉林,倒木や傾斜のある坂,起伏に富みこ
けで滑りやすい道,ク ッション代わりの落ち葉に栗
のイガ,田んぼのあぜ道,稲の切り株―。学校の周

運動の系統表 (器械運動/跳び箱運動)

部 」
」中 ―

颯″冽枷び中

岐
″
れ
″
鵬
“
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1 はじめに
本校の研究組織は,授業研究部と総則 3体育部に
分かれ研究を進めている。体育の日常化をめざすた

めの総則 3体育部は,開校以来,業間体育部会,小
運動会部会,愛校・余暇部会に分かれ組織的に全職
員が研究を進めている。それぞれの活動内容と実践

について報告したい。

2 総則 3体育の活動内容
(1)業 間体育部会

①目的

・体育の生活化を図り,継続的な体力づくりを行う。
・楽しく運動することにより,互いにいたわり合い

協力することの大切さに気づき,人間関係を深め
る場とする。

②活動 月～金
③時間 10時 25分～10時40分

④内容 月・水・金は学級の時間
火・木は,異学年のなかよしの時間

0)小運動会部会

①目的

・友達と協力し合って練習することにより,学級集
団としてのまとまりを育てる。

・協力・責任・信頼・友情などの心情を養う。

②活動 学期に 1回の学年ごとの運動大会
③内容  1学期 「相撲大会J
2学期 「ボール大会J

3学期 「リレー大会J

(3)愛校・余暇部会

①目的

・自分たちの学校を, 自分たちの手できれいにする

活動や余暇時間の運動や遊びを通して,友達同士,

教師と子どもの結びつきを深め,愛校の精神を培う。

②活動 ・愛校活動は学期 1回
・毎日の 5分の美化活動

・余暇活動は,毎朝30分と昼休みの25分

③内容 1学期は地域のゴミゼロ運動に参加
2学期は親子除草作業

3学期は全校美化活動

3 総則 3体育の実際
(1)業間体育

「学級の日Jでは,各学級で計画された遊びを子
どもたちと教師が一緒に活動する。活動場所は月ご

とに変わるが,学級の特色を生かして遊んでいる。
本校の研究テーマである「学級経営と体育Jを実践〆
する場の 1つ となっている。低学年では教師が中心｀

に計画するが,学年が上がるにつれて子どもたちが
計画し活動している。
「なかよしの日」では, 6年生がリーダーとなり,

遊びの計画をたてて運動している。 リーダーが中心
となり施設や用具の使い方や楽しい遊びを紹介して

いる。縦害Jり 集団での活動は,下学年児童を上学年
の児童が助けたり,補助したりして,お兄さん・お
姉さんの意識と思いやりを育てる。普段の休み時間

も6年生と 1年生が一緒に遊ぶ姿が見られる。

毎日共通して全校で取り組んでいるのが, ブリッ

ジ・開脚 。前屈の柔軟運動と,走力を高める 1分間
走である。継続的に練習をし,評価をすることによ
り,体力づくりに効果を上げている。柔軟系の運動
は全校児童が個人カードを使い,学級でも活用でき
るように工夫している。

υ)小運動会部会

今年度は,「どの子も意欲を持ち,生き生きと取り

体育の生活化を図り ,
継続的な体力づくりをめざして
千葉県八千代市立勝田台」ヽ学校教諭 (研究主任)宍 倉 博 之

組むことのできる小運動会はどうあつたらよいかJ

をテーマとして取り組んでいる。年度初めに部会を

開き,実施計画の確認と係分担を決める。 日程や具
体的なルールなどの原案を作成する。職員会議で確

認し内容の共通理解を図る。各学年で, 日程やルー

ル,組み合わせなど詳細を決定し,実施する。

▲相撲大会

役害」分担は,小運動会部会で決定し,開開会式の

進行や運営などを行う。また委員会活動と連携し児

童の活動を積極的に促すようにしている。練習は,

朝や昼の余暇時間を利用したり,業間体育の時間を

小運動会練習期間として,行つている。

0)愛校・余暇部会

愛校活動の企画は,愛校・余暇部会が行い,その

後職員会議で検討して実施する。

計画されたものは,各学年の発達段階に応じて行
う。子どもと教師がかかわりを持ち内面的なふれあ

いができるように,教師も子どもと一緒に活動する。
一緒に作業をすることで,子 どもの新たな面を発見
したり,ほめたりしている。

また,毎 日5分

間の美化活動を実

施している。開校

以来,育てている

芝生の管理を全校

児童で実施し,芝
生の除草作業を通

して愛の精神を育

てている。

余暇活動は,児
童への積極的な働きかけを行い,朝や昼休みの活動
を促している。その際,で きるだけ教師も一緒に遊
び,心のつながりを 深めるようにしている。

に)その他の日常化について

総則 3部会の取り組みだけでなく,本校では12月
にマラソン強調週間として 2週間実施している。 1
月は,なわとび強調月間とし,体育の日常化と体力

づくりに励んでいる。

さらに,毎年自作教具を作成して,学習効果を上

げている。児童の実態に合わせ活用できるように工

夫している。その際安全面に配慮することと,安く
て手軽にできるものを作るようにしている。

また,今年は新しい遊具が設置され,子 どもたち

▲ボール大会

が毎日遊び,体力づくりに

効果を上げている。名前は

児童からの募集で決定され

た。

最後に,本校は運動に対
する環境が充実しているこ

とがあげられる。校庭の芝

生は開校以来 トラックの中

央部分に植えられ天然のマ

ットとして利用され,本校

のシンボルとして大事に育てられてきた。

4 おわりに
以上,簡単であるが本校の体力づくりと特色につ
いてまとめてみた。本校の子ども像である「体づく

り」「頭づくり」「′いづくり」のため, これからもさ

らに研究を深めていきたいと考えている。

▲美化活動

-8-
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福井県武生市武生第五中学校教諭 牧  田 善 浩

力畑を周回す

るアップダウ

ンの激しいコ

ース。 2つめ
は校舎の周り

を周回する割

と平坦なコー

ス。 3つめは
校庭のトラッ

クでインター

バル走を行う

コースである。

取り組みの最初と最後に 3 kmコ ースのタイム トライ

アルを行い,記録の向上率が高い生徒を表彰した。
2学期の後半は,調整力・敏捷性・筋力の向上を
目的に, ラダートレーニングとサーキットトレーニ

ングを組み合わせて実施した。これも体育委員がメ

ニューの組み合わせに変化をつけることによって,

意欲を持続し

ながらトレー

ニングに励ん

でいた。

3学期に|ま
ロープジャン

プに取り組み,

瞬発力と巧緻

性,そ して持
久力の向上を

めざした。全

校の種目別 ト

ップ 10を 掲示

したり,種 目
ごとの級に挑

戦したりする

ことで,競争
意識を持ちな

がら楽しく行っていた。

この他,球技大会前にはチームごとに種目練習を
したり,ニュースポーツの体験をしたりした。
④福井大学との連携

本校の研究に際して,福井大学のご協力をいただ
いて研究を推進してきた。

陸上では,50m走 の分析ソフトを使って,実際の
生徒の走りを研究・分析した。そのことにより, フ

ォームはもちろんのこと, ピッチとス トライ ドの関

係についても学習することができた。

器械運動では,探る 。試す 。確かめるというサイ
クルを基本にして,自 分の課題とする技に挑戦した。
ロボットを使っての授業では,鉄棒運動の原理をわ
かりやすく説明していただいて,生徒たちも意欲的
に練習に励んでいた。

9)活動支援研究部
①生涯スポーツにつなげる工夫
生涯スポーツを実践するには,「運動の楽しさJ
を味わうことの他に,共に運動をする仲間や,場所
を得ることも必要である。そこで,実際に社会に出
てからも,集まってスポーツを楽しんでいる地域の
スポーツクラブに参加させていただいた。種目はバ

ドミントン・ソフトバレーボール・バスケットボー

ル・卓球・サッカーの 5種目で実施した。

この活動では,大人の方がスポーツに取り組む理
由や活動の楽しみについて,お話を聞くことができ,
生涯スポーツに対する意識が高まったようである。

体験活動後も継続的にクラブ活動に参加している生

徒もいる。

5 研究の成果
体方向上という面では,全校体育を実施している
ことで,普段の授業で不足する部分を補うことがで
き,持久力については特に力がついてきたし,冬季
のトレーニングにより,バランス感覚が良くなって
きた。また,体を動かすことを嫌がらずに,楽しく
積極的に活動できる生徒が増えてきた。このことは

生涯スポーツにつながる資質であると考えられ,今
後も継続して取り組んでいきたい。

研究主題  「学校体育を通し豊かな自己表現を図る」
～体力向上の取り組みを通して生涯ス
ポーツヘの意識を高める～

1 主題設定の理由
生涯にわたって健康な生活を送るために,心身の
健康は不可欠である。今日の中学生を見てみると,
体格は立派になったが,体力には低下傾向が見られ,
運動をする生徒としない生徒がはっきりしてきてい
る。しかし,本人たちに体力の必要性についての自
覚や危機感はあまり見られない。そこで,本校では
体力向上をめざす中で,運動の持つ楽しさや有用性
を理解させ,運動が自分の健康の保持増進にどのよ
うに関わっているかをつかませ,生涯にわたって自
ら運動やスポーツを愛好する意識を育てたいと考え
この主題を設定した。

2 めざす生徒像
○自分自身の健康を考え,体力の重要性が認識で
きる生徒

○体を動かすことが好きになり, 自ら運動やスポ
ーツをする生徒

○生涯にわたってスポーッを愛好しようとする生

徒

3 研究の仮説
体育の授業や全校体育を通して,運動の学び方や
それを実践できる知識と体力を身につけさせ,あ ら
ゆるスポーッ活動を通して,ス ポーッの持つ楽しさ
や充実感, 自分自身の生活に及ぼすプラス面につい
て,よ り多くの体験を積むことができれば,生涯に
わたつてスポーツを愛好できる生徒が育つと考えた。
4 具体的な取り組み
(1)体育活動研究部

①体つくり運動の導入

研究指定を受けていた12・ 13年度より体つくり運
動を導入し,単独の単元として取り組んだ。知識に
関する授業と実技の授業の関連性を持たせ,特に体
ほぐしに重点を置いて指導した。その中に男女共習
の充実も盛り込んで,男女ペアでのストレッチ運動
や柔軟運動を行ったり,男女混合グループで体力を
高める運動を創作したりした。

体ほぐしの運動では,体育委員を中心に,音楽に
合わせていろいろな動きを取り入れたウォーミング
アップを考え,授業や全校体育の最初に行った。ま
た,新聞紙や風船,大縄跳びやボールなどを使って
楽しい運動を実施した。最初は教師側からやり方を

提示していたが,グ
ループごとに工夫を

取り入れる時間を設

けることで,た くさ
んの楽しいアイデア

が生まれ,生徒たち
の創造力に感心させ

られた。

体力を高める運動
では,柔軟性・巧級性・筋力の 3項目についてグル
ープごとに動きを考えさせ,それぞれの動きをミッ
クスし,それを何セットか行うことによって動きを
持続させる能力の向上をめざした。

体つくり運動では,それぞれの運動の合間に心拍
数を計測し,主観的運動強度と比べながら,自分の
体の変化や相手のことで気づいたことなどを記録さ
せるようにした。このことにより,今まで以上に体
のことに興味を持ったようだ。

②保健体育科の年間計画の見直し

本校は小規模校であるため運動部活動数が非常に

少なく,生徒のニーズに応えることができない現状
である。そのため,よ り多くのスポーッに触れる機
会を作ることから選択制の幅を拡大し, これまで 2
種目の中からの選択であったものを, 3年間でバレ
ーボール・バ ドミントン・卓球・ハンドボール・サ
ッカー・ソフトボールの6種 目から選択できるよう

警21Ъ こ1:F緯 棄こちる泉:こぼτ/を
体験で
(

③全校体育の充実

年間を通じて20分から30分の時間で,体力づくり
等の活動を行っている。保護者や生徒へのアンケー

ト結果を参考にしながら,体育委員が中心となって
メニューなどを決めている。
1学期は持久力・瞬発力・筋力の 3コースから各
自が選択して行った。どのコースもグループ対抗の

リレー形式で行うこ

とにより,楽しみな
がら一生懸命に取り

組む姿が見られた。
2学期の前半は持
久カアップに取り組
み, 3k皿のコースを
3つ設定した。 1つ
めは学校周辺のスイ

生涯スポーツにつなげる取り組み

―-10-―



第 41号 連体学第 41号

校体育研究大会

三重大会基調提案の要旨

三重県実行委員会総務部 (鈴鹿市立千代崎中学校教諭)木  村  元  彦

報連体学

究大会|

「学びをひらく体育の創造」～体育ってなに ?今

を生きる子どもたちにとって～これは,二重大会の
研究テーマであります。そこでは,子どもたちにど
のような学力を身につけさせていくのか。そのため

に, どのような学習を組織し,子どもたちと創り上
げていくのか。私たち指導者一人ひとりが,体育学
習のあり方について再度問い直していくことで,明
日の子どもたちの体育学習を豊かに切り開き,よ り
良い授業のあり方を求めていこうとしたわけです。

この研究テーマにある「学びをひらく体育の創造J

という表現に私たちは,次のような願いや思いを込
めました。 1つ めに,子 どもたちが,内発的動機づ
けに支えられ,運動に「本気・夢中Jになれる授業
づくりを求めていくこと。 2つ めに,お互いの違い

ゃ可能性を認め合い,お互いの力を引き出し合うこ
とのできる仲間とかかわれる授業づくりを求めてい

くこと。 3つめに,仲間とともに課題解決や楽しさ
が実感でき,学ぶことの意味を確かめ合うことので
きる授業づくりを求めていくこと。

また,「今を生きる子どもたちJに体育の授業で
学習させたい内容を次のように整理してみました。

○できたり伸びたりする楽しさを実感できる技能の

獲得

○一人ひとりのスポーッライフスタイルに応じた楽

しさを味わう学び方の習得

○ともに高め合い,認め合いながら運動を生涯にわ
たって親しむための仲間とのかかわり方

○健康で豊かな生活を送るために必要な体力の向上

○するだけでなく,みたり,調べたり,企画したり,
運営したりといったスポーッ享受能力の育成

つまり,指導者が, どのような子どもの姿の高ま
りを期待し,学力を育んでいきたいのかといったこ
とを明らかにし直すことが重要になってきていると

考えました。

そのため,幼稚園,小学校,中学校,高等学校 ,

盲・聾・養護学校の指導者が, ともに手を携え, 目
の前の子どもを見つめ合うことが,よ り良い授業づ
くりへの指導観の間い直しに大切とも考えました。

この指導観の問い直しに向けた取り組みとして,

まず, 日の前の子どもの姿やその姿の高まりを絶え

ず理解していくこと。つまり,子ども理解の問い直
しに着目しました。次に,ど のような教材を取り上
げ,その教材を学習としてどのように組織していく
のかを吟味すること。つまり,教材についての問い

::き |こ ;i8::[:ilほ ::lli;l`:[憾、i:]:3:[:]:li:[:(l
てやねらいを明確にしていくこと。つまり,指導方
法についての問い直しを図つてきました。

また,次のような指導者としての姿勢を大切にし
てきました。まず,「気づくJと いった姿勢です。
これは,活動に伴う子どもたちの姿や新たな授業づ
くりの発想,効果的なてだてなどにしっかりと目を
向けていくといった姿勢です。次に,「 くずすJと
いつた姿勢です。これは,新たな力を獲得するため
に必要となる支援や,よ り魅力ある授業づくりに向
けて, これまでとは異なる教材観や指導観に目を向
けてみるといった柔軟な姿勢です。そして,「探る」

といった姿勢です。これは,子どもたちの姿の高ま
りやつまずきの要因,てだての効果などに目を向け,
確かめながら学習を展開していこうとする姿勢です。

一方, このような具体的な授業づくりだけでなく,

より良い体育学習を求め,指導者の学びの場を組織

薫落性花[:Fそせ後

"〒

倉喜言管捨ア
会のあり方こ

それは,参加した一人ひとりが相互にかかわり合
うことのできる状況を作り出そうとグループワーク

を取り入れたり,授業の印象をカードに書き留め,
そこでの参加者の声を基に研究協議を展開したりと

いつた方法に取り組んできました。そのことで,授
業者,助言者そして参加者相互が,お互いの実践や
指導観を語り合い,学び合う場として研究協議会・
事後検討会を機能させていこうとしたゎけです。

二重県では, このような考え方に基づきながら本

研究大会の開催を契機として,か けがえのない子ど
もたちが,確かな学力を育み,主体的に運動に親し
む,そのような明日からの実践のきっかけが得られ
るとともに,私たち指導者自身の「学びをひらく」
大会になればと考え研究を推進してきました。

12-―

鐸ヨ1カM叫会  学校法人宣真学園第二さくら幼稚園
記録 鈴鹿市立庄野小学校教諭 山 本 敏 之

研究主題  「りいも体も元気いっぱい,意欲にもえる
たくましい子どもをめざしてJ～教師
のより良いかかわりを考える～

1 研究発表
(1)発表者 学校法人宣真学園第二さくら幼稚園

教諭 後藤明子・堀尾千鶴・森周子
0)主題設定の理由
最近の入園して間もない時期の子どもたちの中に

は,基本的な生活習慣が身についていない子,積極
的に食べようとしない子, 自分の気持ちをうまく表

現できない子, 自分の体を意のままに操作できない

子,転びやすい子などが見られる。
そこで,子どもたちが明るく伸び伸びと進んで運
動し,運動を通して健康で安全な生活を送るために
必要な習慣や態度を身につけ,運動的遊びを通して
心身ともに生き生きと活動できるようにと主題を設

定した。

また, これまでの本園の取り組みを振り返り,教
師自身の生き生きとした姿はもちろん,子 どもへの
言葉かけや,子どもたち同士のかかわりをつくるた
めの手立てのあり方について見直していきたいと考

え,副題を設定した。
(0研究の視点
○安心して遊べる環境づくリー心と体を開く
。10年がかりでつくりあげてきた7000Jの 天然芝グ

ラウンドを生かした遊びの指導

○やる気がでる夢中になる運動的遊び―遊びを拓く
。さくら幼稚園体操Ⅲをはじめするさまざまなリズ

ム体操の創作・指導

・「なかよしホール」でのマット・平均台・跳び箱

など大型遊具を組み合わせたサーキット遊びの指

導

○みんなで共感し合い学び合うふれ合いづくり

一友だち・親との関係を労く
。楽しく遊びながら友だちとふれ合うことができる

遊びの創造
・参観日や運動会での親子での運動遊び

2 研究討議 (グループ討議)
○芝生の遊び, リズム体操,サーキット遊び等,子
どもたちがすくすくと育っている様子がよくわか

つた。今, この時代にこうした環境の中で,育つ

ことのできる子どもたちは幸せだと思つた。

○クラス単位での活動だけでなく,年齢を超えて遊
んでいる姿が見られ,異年齢とのかかわりを大切
にした活動の積み重ねが感じられた。

〇年少さんは,年中さんのまねをしたがり,年中さ
んは年長さんのまねをしたがっている。普段の生

活でのあこがれや教え合いっこなどのかかわりか

ら,遊びや動きが自然と伝承されるところもある。
○ ドッジボールをどう指導していくかではなく,ボ
ールにさわって楽しいという体験を積み重ねるこ

とを大切にして取り組んでいることが感じられた。

○体育というと体を動かすことばかり考えていたが,

社会力を育てることが子どもの体力を育てること

だと認識できた。さくら幼稚園のきょうの実践を

見ていると,昨 日の基調講演をそのまま実現され
ていると思い感動した。

3 指導助言
○芝生を素足で踏むと本当に気持ちよかった。この

感触を味わった子どもたちは何年後でも覚えてい

るだろうし,芝生を前にすると素足になってみた
いと思うだろう。そういった感性を育てることも

大切なことである。

○運動の経験が少ない子どもが入園してくることが

多くなり,基礎的な動きがとれなかったり,個人
差が大きくなったりする現状では,運動を経験す
る場として,集団で一斉に活動をする場が必要と
なってくる。

○一斉に活動する中でも,子 どもがやってみたいこ
と, 自分試しができる場面を意図的に組み入れた

り,よ リダイナミックな動きになるように静の意
識も持たせたりしながら,個の指導をもっと増や
してはどうか。

○子どもたちの絵を見ていると手の動き,足の動き
など自分の体への意識があるのではないかと思わ

れる。イメージができているから表現することが

できており,体育遊びという限定的な活動として
とらえるのではなく,さ まざまな活動の中で体を

動かすという場面を大切にしたい。

○子どもを育てるのは,保育者である。何を育てる
のか, どう考えているのか, どうしたいのかとい

う思いが,子どもに伝わっていく。

―-13-―
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てたいのか」をテーマに,参加者全員が自分の考え
をカードに記入し,それをもとに協議が共に学ぶ場
となるようにした。

(1)心や体を動かす子どもの姿とは

○子どもが生き生きと遊ぶ姿が捉えられにくくなっ
ている現状の中で,「生き生きと目を輝かせて遊ぶ」

1暑晨爵袴R:ス :[][1帆堡争をF憲旨祭阜Lc
ワードになる。

○家庭での環境の中身が受身的で,子どもが自分で
考えたり判断したりする場が少なくなっている。遊
びを通して, 自分で考え判断したりする経験,楽し
さだけでなくがっかりする,失敗する,葛藤する,
我慢するなどの経験が力となっていく。

○心が輝いていることが大事ではないか。心が輝い

ていると興味や体験がきっかけとなって遊びが広が
っていく。その中で子どもたちがどんなイメージを

持っているか, どんな遊びを楽しんでいるかを見つ
けることでさらに心が輝いていくだろう。

② 環境の工夫,教師の援助はどのようにすればよ
いか

○教師がじっくり遊びにつきあい,楽しいという気
持ちが子どもたちに伝わっていくことと共に,気持
ちが分かち合える友だちがいることが大事である。

教師に認められ友だちに励まされることで体だけで

なく心も動いていく。

寝訪TTπ全:を ,り撃Iξぁ異運じモ|:2墓 E8:(|
んと捉えて,適切な援助をしていくことが必要。
3 指導助言
「幼児の運動実験からみた,運動能力について」
4歳, 6歳 ,12歳の子どもに,手 を「早く叩くJ
「普通に叩く」「遅く叩く」という課題を出した。

04歳児では,「遅く叩く」ように指示すると「大
きく叩き」,「早く叩く」ように指示すると「小さく

叩き」速さは変わらなかった。

06歳児は大人のように指示通り叩くことができた。
○また, 6歳から12歳まで継続的に行った反応時間
の実験によると,
・ 6歳の時に反応時間の速い子どもは12歳でも速い。
・ 6歳で遅い子どもは12歳でも遅かった。
このような結果から,子どもの運動能力は,ほぼ
幼児期に培われるので,幼児期に課せられた任務は
大きいと思われる。

全1国1学校体奮1研究

研究主題  「自ら進んで生き生きと活動する子ども
の育成をめざしてJ～仲間やモノとの

かかわりの中で夢中になって運動に取

り組む子ども～

1 研究発表
(1)発表者 笹川西小学校教諭 荻田 直樹
② 主題設定の理由

本来,子どもたちは,体を動かす遊びを通し,状
況に合った身のこなしや楽しむための知恵を身につ

け,体力の向上を伴いながら成長していく。しかし,
最近の子どもたちの実態を見てみると,「疲れやす

い」「友だちとのかかわりがうまくできない」など

というた課題が出てきている。そこで,本主題を設
定し, これらの課題を解決してきたい。夢中になっ

て運動することを通して,(自 分を知ったり自分の

生活を見つめ直したりして)自 分の生活のあり方を

変えていける力を身につけさせていきたいのである。

13)研究の視点

○子どもが夢中になれる運動を探る。

○ 「自分をひらく」「友だちとの関係をひらく」「運

動の意味をひらくJの 3つの視点で授業をつくり,
振り返る。

○子どもが学ぶときの学習スタイルを構築する。

0研 究の実践
<夢中の検証>
指導案には,授業の中でどのような子どもの姿が
出てきたときに夢中と捉えるのか,ま たどのような

思いが出てきたときにこだわりが生まれたと捉える

のかを具体的に想定して書くこととした。授業の軌

跡づくりでは,毎時間夢中になっていたと思われる

場面を 3つの視点 (自分をひらく。友だちとの関係

をひらく。運動の意味をひらく)で記録したり,夢
中になれなかった場面を記録したりする中で夢中を

分析してきた。

<実践報告>
各学年の実践報告は,「夢中」を中心に 3つ の視

点でまとめることにした。

○夢中になると考えたところをまとめる。

○夢中になっていたところやその訳や教師の支援な

どをまとめる。

○教師が自己評価し成果と課題をまとめる。

2 研究協議
まず,それぞれの授業者から授業説明があつた。

02年生「ピョンジャンランドJ(基本の運動)
より遠く,よ り高く跳んだり,友だちとともに楽
しんだりするために場を工夫し,友だちとのかかわ
りを大切にした。

04年生 「たおしてゲット !J(ゲーム)
友だちとかかわり合いながらゲームを楽しませた。

自分が的を倒したい,ボールをとりたいという願い

を実現しようと考えながら動くことができた。

05年生「体育でピッカピカJ(体つくり運動)
前時までは,ス ピードに挑戦してきた。今回は,

友だちとのかかわりを加え,ハ ラハラドキ ドキの入
れ代わリレースに取り組んだ。そのためにロング雑

巾との出会いをさせた。

次に参加者からは,「子どもたちの表情や言葉か

ら夢中になっている姿が伝わつてきた」「どの子も

生き生きとしていたJ等の感想もある一方で,「夢
中になることと運動の特性とのかかわり」「運動の

系統性の問題」「評価の問題Jな ど質疑応答があっ
た。

3 指導助言
・指導者は, 自分の授業づくりについて評価をし,

自己の授業を問い直すことが必要である。

・子どもたちが考えたり判断したりしたことは,子
どもたちの表情や体の反応に表れる。したがって,

それらを丹念に見ていくことで思考・判断の評価

をすることができる。

・カリキュラムをつくるときに,段階的,系統的,
発展的とはどういうことなのかを考えなければな

らない。

・運動の機能的特性を明らかにするには,今までの

枠組みを外すことから始めなければならない。そ

の上で,子どもが何に夢中になっていくのかにつ
いて考えていく必要がある。

第 2分 科 会 三重大学教育学部附属幼稚園
記録 四国市市立羽津幼稚園園長  矢  田  ますみ

研究主題  「′いや体を動かすことを楽しむ子どもを
育てるためにJ～教師がひらく子ども
への援助～

1 研究発表
(1)発表者
三重大学教育学部附属幼稚園教頭 北谷 正子

〃      教諭 浅田 美知子
② 主題設定の理由

幼稚園教育の基本の ‐つに,遊びを通しての総合
的な指導を中心にするということがある。幼児は自
発的な活動としての遊びにおいて,心身全体を働か
せ,さ まざまな体験を通して心身の調和のとれた全
体的な発達の基礎を築いていく。また幼児期は,運
動機能が急速に発達し,い ろいろなことをやってみ
ようとする活動意欲も高まる時期である。それ故に

教師は幼児が,いや体を動かし,い ろいろな環境にか
かわって生活を広げていく姿を大切にしてきた。今
ここで,人 とかかわる力の不足や,体力のなさなど
今日的な問題を考える時,生きる力の基礎をつくる
幼稚園や保育所に課せられた仕事は大きい。本園で
は,取 り上げる内容を運動的な遊びと置き換えず ,

心や体を動かす遊びや生活として取り上げたい。ま
た幼稚園における体育とは,単に身体的な側面を提
えるのではなく,一人ひとりの幼児が教師や他の幼
児などとの温かいふれあいの中で,心や体を動かし
楽しい生活を展開すること,その幼児なりにのびの
びと自分のやりたいことに向かって取り組み内面の

充実を図ることであると考え, 日々の実践の中で子
ども理解,環境構成,教師のかかわりについて検討
を進めたいと考えた。

(3)研究の視点

心や体を動かすことを楽しむ姿とは,

・ 「何だろうJ「やってみようJと 自分から動き出
す姿
。「できるようになりたい」「完成させたいJと何
度も取り組む姿
・教師や友だちとの関係の中で,失敗をおそれず行
動する姿
と捉え,一つひとつの実践場面を振り返り (気づ
く),子 ども理解,環境構成,教師のかかわりなど
から, さらに踏み込んで検討,改善し (く ずす),
次の実践に生かすようにした (探る)。
2 研究協議
「今なぜ心や体を動かすことを楽しむ子どもを育

第 3分科会 四日市市立笹川西小学校
記録 四日市市立笹川東小学校教諭  川  上   晃
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第 4分科会 四日市市立河原田小学校
記録 四日市市立中部西小学校教諭  川  辺  雅  史

研究主題  「『かかわり合い』を大切にした『から
だ育て』」～からだ わくわく ぐん
く
゛
ん わたし～

1 研究発表 I
(1)発表者 河原田小学校教諭 草川 誠
(2)主題設定の理由

わたしたちは,他者 (人 , 自然,社会,モ ノ)と
のかかわりの中で生きている。教育を考えるとき,
すべてを他者との関係を深めることがそのねらいで

あるととらえ, 日頃の教育活動を見直していくこと
は,子どもたちが他者との適切な関係をとり結んで
いく力になるのではないかと考えている。

本校の子どもたちは自分で考え,判断し,方向を
見定めてねばり強くやり遂げる力が不十分であり,
他者との関係のとり結び方に課題を持っていると言
つていいだろう。今よりさらに他者に働きかけ, ま
た他者からの働きかけを感じ取り,よ り豊かな関係
を創造していくことが求められており,それを教育
活動の中で実現していくことが必要と考え主題を設

定した。

(0研究の視点
①「かかわり合いJを大切にした子どもの学び
・総合単元学習としてのカリキュラム開発
。「かかわり合いJの世界の創造
出会い・夢中・チャレンジ・ふりかえり

② 「かかわり合いJを大切にした教師の学び
・授業提案…主張のはっきりした提案
・事後研究…グループワークの取り入れ
・実技研修…教師の豊かな「かかわり合いJ

“

)研究の実践
「からだ育て」 とは,「工夫された出会いJや
「ふりかえり」などによって, より豊かな 「かかわ

り合い」の世界を創造しながら,自 分自身 (わたし)
を見つめ,成長させていくことであるととらえ,体
育科を中心に他教科や総合的な学習の時間を有効活
用して「からだ育て」を推進した。

2 研究発表Ⅱ
ll)発表者 内部東小学校教諭 松野 高彦
(2)研究主題  「一人ひとりが楽しく取り組む体育
学習をめざしてJ～運動 (教材)との出会いから,
学びの高まリヘ～

(31主題設定の理由
「運動の学び方Jを追求する前の段階には,「運
動 (教材)と の出会いJが重要な役割を持つと考え,

悌42回全国‐学1校体育研究大奮

第 5分科会 三重大学教育学部附属小学校
記録 津市立南が丘小学校教諭 谷 本 博 之

研究主題  「運動とのかかわりを深めていく子どもJ  合いが行われた。
1 研究発表                   2 研究協議

(1)発表者                    (1)研 究協議の柱

「出会い」が効果的に働けば,子 どもの「やってみ
たいJと いう意識の芽生えを促すことになり,運動
や教材の世界に意欲的にかかわり,その後の「学び
方Jに高まりが見られるのではないかと考え,主題
を設定した。

に)研究の実践

趙 迅舅鱗著炉舎最暑誹鼈戴
教
髯Ⅵζ緋具夢ぐ

ループを構成し ,「ボール運動部J「体つくり運動

部J「表現運動部」「保健学習部Jの 4つの領域部に
分かれて実践研究を行い,成果と課題を明らかにし
ていった。

3 研究協議
「授業をまな板にのせてJを合言葉に,参会者が
4つのグループに分かれて分散会を行つた。分散会
|ま 「授業者の主張→柱を中心としたグループワーク
→各グループで討議された内容の発表→全体での話
し合い (意味づけ)」 という流れで構成されていた。

公開授業 Iの 4年生の「らん♪RUN♪ LAND
♪Jについては,「ステージに設定したスロープの
場が子ども同士のかかわりや子どもと場とのかかわ

りを効果的に生み出した」という意見がいくつかの

グループから出され,ス ロープというモノが豊かな
「かかわり合い」を生み出した効果について確認し

合った。公開授業Ⅱの 1年生の「ひょっこりひょう
たん島にのって」については,「音楽」や「教師の

三5t撃讐ξ臀曇背景朱霧:警kI督よ[[Rζ芝(
点について確認し合った。

4 指導助言
①学び…「学習≠学びJである。他者からの働きか
けを受けとめることができるように,他者とのかか
わりを学校の中で保障していくことが大切。

②関係 …運動が「できないJ原因を子どもの心に求
めてはいけない。子どもとモノとのかかわらせ方を

改善していく必要がある。

③問題…「問題を持っている子=つ まずきを提示し
てくれる子」である。問題を共有できる学校・学級
がよい学校・学級である。失敗を恐れない。

④教師… 1人の発言を実践に生かしてみること。教
師がおもしろそうと思える授業をしよう。教師の発
想が豊かだと子どもの発想も豊かになる。

◎学びのあしあとを残すことで,独 自のカリキュラ
ム開発をしよう。 (体育は教科書がない !)

16-―

〈

三重大学教育学部附属小学校教諭 中井 英幸
け)主題設定の理由
自分から進んで体を動かす遊びをしない子どもは,

体を動かすことが体育の時間だけになっていること

が多い。そこで,体育の学習だけでも,運動に対し
て願いや思いを強く持たせ,子どもがその願いや思
いの実現に向けて, 自分の力を精いっぱい出して達

動することを大切にしていかなければならないと考

えた。精いっぱい運動することで,さ まざまな運動
の楽しさを味わい, もっと運動したいと思うように

なり,運動とのかかわりを深めていくと考えた。
また,今年度は, さらに取り組みを進め,運動と
のかかわ りを深めていく中で,子 どもが,「互いの
考えや動きのよさから学び合う授業Jに ついて研究
していくことにした。

(3)研究の実践

〈第 2学年「たからはこびゲーム」〉
敵にタッチされないように,ボールを自分で持ち
運ぶか,見方にバスするかしてゴールラインを越え
るまで進んでいくゲーム領域であつた。「ペアやグ

ループで 1つの動きをつくり上げる」という要件に

合わせて,ボールの数が次第に減つていく設定をし
ていた。確かになっていない考えや動きを取り上げ

て話し合わせるために,味方とうまくパスがつなげ
るための方法について考えさせていた。

〈第 5学年 「ダンス・ダンス・ダンス」)
話し合いでは,動 く位置やタイミングといつた動
きを深める踊り方について目を向けさせていた。話

し合った視点をもとに活動した子どもたちは,その
後の自分たちの考えや動きを他のグループに伝えた

り主張したりしていた。ダンスのテレビゲームをプ

ロジェクターでスクリーンに映し出して行わせてい

たり,カ ーテンを閉め,会場を少し暗めにし,子ど
もたちが踊る場所にスポットライトを当てるなど雰

囲気作りにも工夫が見られた。

(第 4学年「スクランブル・シュート・ゲーム」〉
ペアやグループで 1つの動きをつくり上げるため

に,攻守交代型のゲームにしたり,手 をつないで守
ったりする活動を取り入れていた。「シュー トした

いが,守 りがゴール付近に集まっているからシュー
トできない」という攻め側の問題を取り上げて話し

8つの分科会に分かれ,「題材・教材」「子どもの

様子」「指導Jと いう3つ の観点で協議された。分
科会での研究協議後,全体会を持ち,各分科会から
出たさまざまな意見について交流した。

(ゲーム領域の実践について〉

体育の授業における話し合い活動のあり方,教材
の系統性,教具等が協議の中心となった。子どもた
ちが自分の言葉できちんと発言していたり,教師や
友だちの意見をしっかり聞いていたりした姿に賞賛

の声があった。

(表現運動の実践について〉

体育の授業における話し合い活動のあり方,教材
の解釈,表現活動における効果的な指導方法等が協
議の中心となった。会場を少し暗めにし,スポット
ライ トを使うなど雰囲気作りがよく工夫されている

との声があった。

(全般について〉
・評価規準を, もう少し明確にするとよい。
・授業やワークショップを通して,子どもがやって
みたいと思えるように手間隙をかけているのがよく

わかる。特に,教材・教具の開発がすばらしい。
3 指導助言
さまざまな社会状況の変化から,子 どもたちの遊
びにかかわる場所や機会が減ったりしている。この

ため,体を使つて精いっばい運動していることを実
感したり (リ アリティー),周 リヘ過分な配慮をせ
ず,夢中になって活動している姿 (イ ンフォーマル)
で 運動しようとしている子どもたちが少なくなっ

てきている。

このような状況の中,小学校体育において,子ど
もたちが協働して互いの問題を受け止め,かかわり
合いながらリアリティーを形成していったり,夢中
になって活動しようとしたりすることは大切なこと

である。充実した体育学習は,子 どもたちに運動の
大切さを教えてくれる。活動し終わったその時の感

Ellを ,身体や記録にきちんと残し,積み重ねながら
小学校,中学校,高等学校へとつなげられるように
してほしい。

発表校の実践では,今までのいろいろな実践の積
み上げが見られたり,子どもたちが体育を学ぶ環境
作りについてよく研究されたりしていた。
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第 6分科会 伊勢市立厚生小学校
記録 浜島町立浜島小学校教諭  中 岡 織

月

研究主題  「主体的に取り組む子どもをめざして」  の設定等,指導者の意図が紹介された。また,運動
～心が動く,体が動く～        を楽しむこととその特性や系統性の関連も議論され

1 研究発表                   た。

(1)発表者 厚生小学校教諭 中西 史朗      o)第 2分散会 (第 4学年)
12)主題設定の理由                 指導者の声かけや目標・場の設定等,多岐にわた
多くの子どもは体を動かすことや体育が好きで,   っての質疑。指導者からは,コー トの工夫と子ども
運動が嫌いでも体育の授業を受け入れられる子もい  の動きの関連などが反省とともに回答され, ものの
るが,運動が不得意である劣等感から,他人の目を  見方や考え方を広げてやるのが,私たちの仕事であ
気にして運動を楽しめない,遊ぶことで体を動かす  り,空間を意識した声かけも大切だという示唆を投
ことの心地よさや,仲間とかかわることの楽しさが  げかけてくれた。また,審判がいなくとも子どもた
わかることに気づかない子もいる。教師の姿勢とと  ちがゲームを楽しんでいたという意見もあった。
もにこれまでを振り返った時,何らかの心の動きか  (2)第 3分散会 (第 5・ 第 6学年)
ら, 自然に自分もやってみたくなり,夢中になる,    6年生の授業は,授業の進め方等楽しい授業だっ
また,取 り組んでいるうちに心が動く,そうした一  たという雰囲気。生活習慣病の指導にあたり,糖分
連の体験が,その後のさまざまなかかわりにどうつ  との関係から炭酸飲料を扱うことは妥当だったか,
ながっていくのか等,子 どもの経験をどう豊かにし  塩分や油分も考えさせるべきという意見も出された。
ていくか追い求める必要が出てきたため本研究主題  塩分や油分を取り扱うこと等,子どもの日常生活と
を設定した。                   深い関連があり,すぐには難しいこと等が,回答と
(鋤 研究の視点                  して丁寧に話された。また,砂糖と糖分をどう捉え
ア 自らの思いで判断し行動を起こす子ども,自 ら  るかという議論も行われた。
の思いを自由に表現できる子ども,思いの達成に   5年 生の授業に関しては,グストティーチャーの
向けて行動し続ける子どもの育成         話が中心。日頃から地域と信頼関係を築くことは,
イ 運動べの意欲が持て,充実感が得られぅ授業づ  子どもたちも聞き取ったことを肯定的に捉えるよう
くり                      になる等,効果が大きいと参会者が再確認した。
ウ 仲間とのかかわりを実感できる学習展開     3 指導助言
工 子どもの変容・成長過程を重視する評価      第 1分散会―心と体の一体化をはかるため,授業
オ 体験的な活動を重視した保健学習        では,教師の支援や場づくり,評価では,よ り効果
は}研究の実践                  的な支援をするための個々の力の把握が重要だ。
ア 第 2学年 体育『スーパーわくわくランド』    第 2分散会…授業後の「いいとこ探し」で,子 ど
イ 第 4学年 体育『わくわくミニハンド』     もに意見を求め,よ りよい授業づくりに向けてみん
ウ 第 5学年 保健『ットと健康』          なで情報を共有できるように配慮されていた点は,
工 第 6学年 保健『病気と生活のしかた』     思考・判断の具体的な評価につながる面があると教
(5)その他の研究発表               ぇてぃただいたものと考える。また,学習評価は,
「意欲を持って取り組める保健体育学習を目指し  評価のためではなく,学習・指導に返すものなので,
てJ～鳥羽市・志摩郡教育研究会保健体育部会～   そのような評価の基本的な考え方が生かされていた。
(発表者 浜島町立浜島小学校教諭 中岡 清)    第 3分散会…生活習慣病の予備軍は多い。 6年の
2 研究協議                   ょぅに系統立てて指導すべき。 5年の授業は,体育
(1)第 1分散会 (第 2学年)            健康の指導があらゆる教育活動に通じて望まれると
授業に臨む子どもの意識等,主 に研究テーマに関  いう視点からも有効。地域の人と子どもへの願いを
わる質疑。楽しみたいという児童の意識や技能面の  共有するのは大切。また,今後,読書や音楽などに
みならず気持ちや意欲の高揚をめざした授業テーマ  もいろいろな楽しみ方があることに気づければいい。
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ICC

記録 鈴鹿市立天栄中学校教諭   坂 倉 満 日召

質 :い ろいろな行動がすばやくできる。教師が子ど

ものつぶやきを聞きながら対応されていた。教師

と子どもの関係が身近で, 日頃から工夫されてい

るのではないか ?

答 :幼稚園の授業風景を見学したときに,ず うっと

走っている光景を見た。運動をしていない子を探

すのに苦労した。「よういドン」「3・ 2・ 1」 と

かけ声をかけると一生懸命取り組む。これをヒン

トにしている。

質 :私の学校は都会にあり, 自然環境がない。砂浜

をこのまま持っていきたい′き境。楽しみながら,

運動量があつた。自然に体力がつくというのはど

ういうことか考えていきたい。

答 :今 回は砂浜を利用した。子どもは学校のどこか

に気に入っている場所がある。体育館が気持ちい

いという子もいる。そこで,「思いきって寝そべっ

てごらんJと言うときもある。心がときほく
｀
れる。

質 :き ょうの授業は体ほぐしではない。疑間である。

フィジカルチャレンジは体ほく
｀
しに合うのか ?

答 :体ほぐし運動の中に「自分の体力に気づく」「チ

ャレンジ」がないわけではない。ねらいとして,

「楽しくJ「好きになるJ「発展する」をおさえてい

ただきたい。

3 指導助言
何をもって,体ほぐしの運動というのか ? 速い,
激しい運動はあてはまらないという指摘があつたが,

そうでもない。ねらいの「気づくJと いう観点から

考えると,かなり負荷をかけられて, 自分の息づか
いや脈拍を感じながら自分の体がどうなっていくか,

快適な運動がどういうことなのかわかっていく。ア

メリカの健康関連型のように,「自分にとって快適な

運動は何か」を知ることを重視することからも「体

ほぐし」も「パフォーマンスを高めること」に貢献

していく。この議論は細かな意見に分かれる。体ほ

く
｀
しの運動の中だけの問題ではなく,他の領域でも

あわせて考えていかなければならない。

(

第 7分 科 会 鈴鹿市立鼓ヶ浦中学校

研究主題

「仲間とのかかわりを見直す体つくり運動～自然と

かかわる活動を通し,心 と体の一体化をはかる～」

1 研究発表
〈1)発表者 鼓ヶ浦中学校教諭 樋口智己

鼓ヶ浦中学校教諭 大澤克美
(2)主題設定の理由

地域の特性や環境をいかしながら, 自然の中で仲

間と心と体を動かし,共 に汗を流し,そ の学校だか

らできる保健体育授業を行い, 自然を大切にする心

や自分のふるさとを誇りに思う気持ちを育てていく

とともに,本来子どもたちが持っている可能性を引

き出しのばそうと考え設定した。

(3)研究の視点

ア 生徒実態把握の工夫
生徒が体育授業をどのように考えているか把握す

るため,ア ンケー トと新体カテストを実施し,全国
と比較することにして, この 2つのデータをもとに,

「カリキュラムの編成」「体つくり運動の工夫Jをす
ることにした。

イ カリキュラム編成の工夫
「体つくり運動」を, カリキュラムにどう組み込む

か,今までの種目はどうするのか,評価はどうするの

か等,生徒の実態を踏まえて工夫することにした。

ウ 「体つくり運動Jの取り入れと工夫
「体ほぐしの運動」と「体力を高める運動Jに取
り組むことにより,仲間とのかかわりや地域の自然
とのかかわりなどをキーワードに工夫することにし

た。

(4)研究の実践

実践例としては, 3年生の体つくり運動があげら

れた。開放感がある「砂浜」を利用した授業を取り

入れることにより,生徒が生き生きと活動し,仲間
とのかかわりを積極的に持とうとする様子が随所に

見られた。また,「砂浜Jで活動することにより,多
くの体力の要素が向上していくと思われた。

2 研究協議
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第 41号

第 8分 科 会 津市立南が丘中学校
記録 津市立橋北中学校教諭  横  山  京  子

研究主題  「自ら健康に関心を持ち,積極的に運動  関係しており,望ましい健康行動を営むためには,
に親じむ生徒の育成J         知識の涵養のみでは不十分で,身体を通した理解が

1 研究発表                   重要となろう。それゆえ,両分野に接点を持たせた
(1)発表者 南が丘中学校教諭 上島 久明     取り組みの必要性が新たな課題となってきた。
9)主題設定の理由                に)研究の実践

連体学連体学 第 41号

現在,社会的背景の変化により,心と体の一体化,
健康教育の推進など自らのからだに関心を持ち,自
己の課題を捉え,その改善および向上させる能力や
態度の育成が求められている。また,学校体育に求
められることとして,生涯スポーツの基礎を築くだ
けでなく,健康な状態を維持するための一次予防の
視点も必要となってきている。そのような状況より,
これまでの体育観・授業観を大きく変える発想も求
められる。そのよりどころとして, 日の前の生徒の
現状に目を向け,そ こから生じる課題を中心に据え
た授業づくりを研究のねらいとした。

(3)研究の経緯

本校生徒の実態を把握する中で 2つの大きな課題
が見えてきた。 1つが体力的課題であり,も う 1つ
は社会性の不足や自立の遅れなど,社会 (情緒)的
課題である。体力的課題については,新体カテスト
の結果を縦断的に調べたところ,投力や体幹筋肉系
が低い傾向にあり,腕で体を支えたり,体幹部をひ
ねるような動作を取り入れる必要性が生じてきた。
次に,社会 (情緒)的課題については,本来生活の
中で育まれるべきものであるが,あわただしく日常
生活を送る子どもたちにとって低下項目となってお
り,あ えて学びの要素とする必要性が出てきた。
これらの現実を受け,学習内容を考えていくと,

種目そのものを学ばせるのではなく,そ こに内在す
る動きや特性,文化的な側面などを多面的に捉えて,
学びの道筋を創っていくことが重要となる。そして,
子どもたちの思考や指導者の意図する考えが連続す
るような学びのまとまりを単元とし,カ リキュラム
を検討するに至った。 この営みがあるテーマ性を持
った単元構成になったため,テーマ単元という呼び
方をしてみた。

しかしながら,学校体育に求められるものが一次
予 防の視点もあり,その意味で体育分野と保健分野
が相互補完の関係を持ち得ることが大切とされる。
それを踏まえてテーマ単元にて整理していこうとし
たが,カ リキュラムの上でまとめることは今の段階
ではできていない。しかし,健康と運動とは密接に

第 3学年男子「健康な生活と疾病の予防」
「好きなスポーッ探そうぜ |」 (選択制体育)
生徒の現状より,練習やゲームの活動を通して他
者関係を広げたり深めるたりすること,また,健康
な生活を送るための自己の課題に気づき,そ の改善
に向けて適切な行動をとる意志を持つことをねらい

として単元を構成してみた。実際の活動では,学び
を知る 。こだわる 。広げるという小単元を設定し,
学びの確認や方向性,保健分野とのかかわりを持つ
発展学習へと進めていった。本時に至っては,清涼
飲料水に含まれる糖量の測定とそこから算出される
カロリーをもとに,どのくらいの運動 (強度と時間)
が必要なのかを体感する内容の授業であった。
2 研究協議
本時の授業に対しての協議だけでなく,保健と体
育両分野の融合についての議論を意識した話し合い
とした。各グループの討議から,保健と体育を融合
するという発想には興味を持ったが,両分野の目標
が曖味になるのではないか,同様に評価の観点を体
育と保健ではっきりさせておくことも必要であると
の意見が出された。また,今後の生活へのつながり
も見ていく必要もある。全体での質疑応答は,テー
マを持った他学年の取り組みを説明したり,指導と
評価の一体化の観点より評価規準の質問がなされた。
また,健康とスポーツをどのように整理して単元化
していけばよいのかとの課題があることを提示して
いた。

3 指導助言
生徒の体力的な弱点をもとに課題を設定し,その
解決のための実践を行った結果, 3年後に成果が現
れていることは評価できる。また,保健と体育の融
合は,健康につながる視点であり,脳や循環器系の
疾病が多い今日,その予防策となる一次予防は体育
で教えていく内容である。また,運動により体の変
化を感じ取ることは必要であり,それを通して,得
た知識を認識したり,行動レベルにまで引き上げて
いくことが必要であると助言をいただいた。

C

一・́
ｔ

全

第 9分 科 会 伊勢市立厚生中学校

研究主題  「自分の体を知り, 自分の体を表現しよ
つJ

l 研究発表
(1)発表者 厚生中学校教諭 野村 知広
(2)主題設定の理由

生徒集団は,明るく温厚で学習に対しても熱′らに

取り組むことができる。しかし,積極性に欠ける面
があり,連帯意識や自ら活動をおこして課題解決に

取り組む力は十分とは言えない。また,社会全般の
傾向でもあるが,人間関係の希薄さが目立ち,仲 間
とうまく関係を築けない生徒が増えつつある。厚生

中では1976年以来約30年間,運動会にマスゲームを
取り入れている。この取り組みを通し仲間との関わ

りの中で,達成感・充実感や楽しさを経験させるこ
とにより,今の子どもたちが抱えている問題の解決
や 「生きる力Jの育成をめざしていけるものと考え
ている。

(0研究の重点
体育的行事に関わる内容を体育授業としてとらえ

ていくためには,よ り明確な目標の設定が必要と考
え,次の目標を設定し研究を実践した。
①仲間とのふれあいを通して,みんなで 1つのもの
を創り上げる一体感や達成感を味わう。

②お互いに協力したり,補 い合ったりする中で仲間
を認め合う気持ちを育む。

③リーダーを中心に班活動を行うことにより自主性

を身につける。

④バランスの取れた体力を身につけさせ健康な体づ

くりができる。

ほ)研究の実践

授業は学年縦害1り 班での活動を中心に進めている。

3年生のリーダーを中心に上級生が下級生に演技を

教え白主的に活動を行っている。各班には教師を2

名配置しているが,教師はできるだけ支援者として
の意識を持ち指導にあたるよう心がけている。また,

意思疎通がスムースに行えるよう練習日誌を活用し,

活動が生徒一人ひとりにとって主体的なものになる

ような指導を心がけている。

美しい演技を完成させるためには,さ まざまな体

力的要素が要求されるため, 日々の体育授業におい

記録 伊勢市立倉田山中学校教諭  山  羽  幸  彦

ても,体方向上に対する意識の高揚が必要不可欠と
考えている。

2 研究協議
研究協議の場では,「グループ編成についてJ「 リ

ーダーの育成について」「マスゲームの曲と演技内

容についてJ「生徒のつまずきと教師の支援のあり

方J「障害を持った子へのOll慮 点J「マスゲームの活

動成果の学校生活へのフィー ドバック」等,多岐に
わたる内容について意見が交わされた。また,本 日
の実践と生徒の姿に好意的な感想を述べられる参加

者も多かつた。

3 指導助言
○体育科教育という視点から

体育という教科には体育独自の学習効果と子ども

の発達全体,全人格に関わる側面があり, ともする
と,体育独自の学習よりも全人的な面を表に出して
しまいがちである。全世界で体育の衰退が目立って

いる今,体育にしかできないものをめざしていかな
いといけない。体育=スポーッと言われるがそうで

はない。

○マスゲームについて

きょうのマスゲームの実践は完成度も高く,演技
・作品としてもすばらしかった。生徒が生き生きと

主体的に取り組んでいて,30年という歴史の重みも

感じられた。また,子どもたちの学習の「勢い」を
感じることができた。

今日,マスゲームをもっと柔軟に文化的にとらえ,
受け継いでいく必要がある。共通性と多様性のバラ

ンスを考えながら取り入れていけばよいのではない

か。そのときに,多様性の保障,上級生の権力に対
する配慮,ジェンダーを超えた能力の開発,それぞ
れの表現のしかたの尊重といったことに配慮が必要

である。また,伝統は大切であるが,子どもたちが
創造する部分の保障が教科的な面を考えると必要で

はないかと思う。

評価に関しては,まず明確な達成基準を設定し,
生徒・教師はその基準の達成をめざして活動し,そ
れを評価していく。マスゲームはこのような取り組

みがしやすい課題であると考えている。
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第 41号 報連体学連体学 第 41号

舞ヨ 0免輝斗会  三重県立桑名高等学校

第蜘 1全国学校体育観甕大会

研究主題  「『自主 。自律』の校訓に根ざした体育
学習のあり方についてJ～ハー ドル走
の授業を通して～

1 研究発表
(1)発表者 桑名高等学校教諭 向井 俊哉
② 主題設定の理由

本校では,「 自主・自律」の校訓から自らが進ん

で行動するだけでなく,周囲にも目を配り, 自他と
もに尊重できる生徒の育成をめざしている。そこで

4つの評価の観点と結びつけて創る授業のあり方の
工夫を研究主題として設定した。

(鋤 研究の視点

・生徒各自の創意工夫と意欲によって,『ハー ドル

指数』 (50mハ ー ドル■50m走 ×100)の 向上をめ
ざす。

・仲間との協力を大切にする。

・現状に満足せずに更なる向上心のある生徒の育成

をめざす。

・評価基準への取り組みとしての『ハー ドル指数』

を検討する。

は)研究の実践
ハー ドル走の授業で,本質を「いかに速くハー ド
ルを越えるか」と捉え,本質をはずすことがないよ
うに条件 (ハー ドル数は 5台など)を設定し,『ハ
ー ドル指数』の向上をめざした。生徒は『ハー ドル

指数』の向上のために,イ ンターバルの距離設定の
工夫,記録計測などでの協力, 自主的に取り組む意
欲など積極的な姿が見られた。

2 研究協議
○生き生きとハードルに取り組んでいる姿が印象的

であった。ハードルの高さ,イ ンターバルを自分
たちで考え,工夫して実践する形態がとても新鮮
に映った。

○『ハー ドル指数』で実施した根7_lは何かという質

問に対して,ス ピー ドの違いを除き,全員が意欲
的に取り組めるようにするためには,こ の方法の
方が平等であると考えたからである。

01歩ハードルに挑戦していたグルニプも,結局,
3歩ハードルになっていた。自分たちで試行錯誤
を続け気づいたのではないか。彼らは今も調整中

記録 三重県立桑名北高等学校教諭  大  森  智  之

であり,それも良いと思う。
○陸上の『走』の種目においては,他者との競争の
観点も必要であるように思うが,今回の授業では,
自分のタイムとの比較がメインになっているよう

に感じる。その点についてはどのように考えてい

るのかという質問が出されたが,あ くまでも今回
の評価に関しては,『ハードル指数』を用いての

個人内達成度を基準にしているため,他者との夕
イム競争は無視しているとのことであった。

以上のような内容で活発な研究協議が行われた。

3 指導助言
○今回の授業は,ス ポーツの特性を的確に捉え工夫
して授業を組み立てたことが運動の喜びを生徒に

味わわせることなどにつながり,功を奏していた
と思われる。

○運動の本質を理解させる時に必要なことは,教員
がこの種目で譲れない所をどこにおくかが重要で

ある。取り組み方法を生徒に100%委ねるのでは
なく,共通の条件を持つことによってその運動の
本質をはずすことなく,工夫を引き出しながら運
動の特性の追求ができるからである。

○体育としての仲間づくりとは,何のための仲間づ
くりなのかを認識することが重要である。その人

にとって,他の人の力が自分にプラス効果や良い
挑戦ができることをもたらしてくれるということ

を認識することが仲間関係をつくりあげる。

○評価は4つの観点からできているが,体育として
はこれがベストであるとは思っていない。体育は

安全に関わっての態度・社会的な態度・関心意欲

などにわけて考えていく必要もあるからである。

しかし,なぜ観点で評価するのかというと,1人
の生徒を評価する時に両極端な面を持つ生徒を 1

つの数値であらわした説明をするために必要であ

る。

〇小中高の内容が大きく変わってきたが,私たち教
員はなぜこの発達段階でこの種目を取り上げるの

かということの説明責任を負わされている。また,

運動の本質を知っているからこそ取り上げ方やル

ールに柔軟に対応ができる。

以上のような内容の助言をいただいた。

慶
ｋ
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記録 三重県立白山高等学校教諭  下  里  育  人

オ やればできることを体験させる。
に)研究の実践

器械運動の指導を行う時, いきなり技をさせるの

ではなく,段階を追つて安全に積み重ねていくこと

が大切である。生徒にとって,マ ット運動における

前方倒立回転とびや後方倒立回転とび (バク転),

宙返り等は憧れの技であり, 一度はやってみたい技

でもある。そこで,比較的簡単で安全な技としてマ

ット運動の前方倒立回転とびを「みんなで立とう前

方倒立回転とび」として教材に選び, 1年生男子に

行わせることにした。そして,その発展として, 3

年生の領域選択の中で 「どこまでできる器械運動」

として再度行うことにした。

2 研究協議
当日は本研究 7時間目であり, 6時 間目までの授

業風景をビデオで振り返り,それぞれの技能の上達
を確認した。当初うつむき加減であった子どもたち

の表情が,次第に意欲に満ち溢れるものへと変わつ
ていく様子には大変驚かされた。そのような授業を

展開するには,年齢や専門種目に関係なく,教師自
ら何事にもチャレンジする心を持つことが大切であ

る。そして, 自分自身で運動を理解し,運動等に対
する自信をつけることが,子 どもたちを指導する自
信となって,互いの意欲向上に繋がっていくのであ
る。

3 指導助言
やらされているのではなく,「 うまくなりたい」

「上達したい」と自ら思つてやつてくれる子どもた

ちを育てていくためには, 自主性を重んじながら
“今は教える" “今は叱る"と いった指導者側の態
度が理想である。教師指導型でも,本授業のように

子どもたちの目が輝いていることが何よりすばらし

いことであり,指導者自らが子どもたちと一緒にな
って悔しんだり喜んだりする姿は,大変評価される
べきものである。

そして, この子どもたちが自分たちで展開 (自 己

決定)し ていけるように今後どうのようにもってい

くか,また,他の種目でも今回のようなよい雰囲気
をつくっていけるかどうかが次なる課題である。

第 11分科 会 三重県立久居高等学校

研究主題  「みんなで立とう前方倒立回転とび」
～やればできる～

～どこまでできる器械運動～

1 研究発表
(1)発表者 久居高等学校教諭 立藤 三千洋
② 主題設定の理由

県研究主題 「学びをひらく体育の創造」一体育っ

てなに?今を生きる子どもたちにとって―に基づい

て研究主題を設定するにあたって,ひ らく (拓 く,
開く,披 く,労 く)か ら,研究主題を考える。

①拓く―マット運動を指導するにあたって,マ ット

運動は楽しいことを教えたい。そこでマットの「楽

しさ」とは,「できないJが 「できる」に変わる,
「できる」が 「美しくできるJに変わる,そ の過程
の中で「できていく自分」「できた自分」を感じる

ことが「楽しさ」であり, この楽しさを味わうため

に多くの教材をするのではなく,憧れの技である前
方倒立回転とびを教材に取り入れて実践する。

②開く…前方倒立回転とびなどのマット運動は,段
階を追って着実に練習していくことによって,安全
に楽しく簡単で誰にでもできるということを教えた

い。

③労く…前方回転倒立とびは,腕の突き放す力や上

体を反らせる柔軟性が重要な要素であると思う人が

いるが,倒立の基礎練習をしっかりとすることによ
って前方倒立回転とびができるようになることを理

解させたい。なお, この際の倒立とは両腕に重心が

乗り,顎をあげ身体を反つて行うものである。
苦手としている生徒の多い器械運動を選び,挑戦
する勇気,成し遂げた時の達成感を味わってもらう
ことに取り組んだ。 “生きる力"を養うためには,
日の前にある課題に目を向け,いかにして解決して
いくかを学習するという意味で,器械運動は適切な
課題設定であると考える。

(鋤 研究の視点

ア 運動を理解し,我慢やがんばりを学ばせる。
イ 段階的に技術を学ばせる。
ウ グループの中で,互 いにアドバイスを行う。
工 緊張感や集中力の中で技術を学ばせる。
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鐸ヨ 2角紆斗会  三重県立松阪高等学校
記録 松阪市立阿坂小学校教諭  」  ヽ 渡 偉

研究主題  「生徒自ら主体性を持ち楽しく取り組む
選択性授業の創造」～楽しく,い い汗かこう～
1 研究発表 1
(1)発表者 松阪高等学校教諭 中西 陽一郎
υ)主題設定の理由

生徒たちの大半は,学習はもちろん,普段の体育
・運動においても積極的に取り組める。そこで,い
かに生徒の運動欲求を満たす授業を提示していくか

を考えた。生徒自ら主体性を持ち,楽しく,生徒自
ら一生懸命授業に取り組める授業,そ して, 自ら規
律ある集団づくりに協力し, 自主管理できる能力を

身につける授業とは, どんな授業なのか,原点に戻
り,討議し,研究主題とした。
(鋤 研究の視点 「生涯にわたってスポーッを楽しむ

生徒の育成をめざした選択制授業の展開J

は)研究の実践

異なる環境から集まってきた生徒たちに対して,

授業での規律・体育実技のあり方を共通理解させる

ことからはじめ, 1・ 2年は,あ えて教師指導型の
授業とし, 3年で初めて選択制授業へと発展させる
という実践であった。公開授業は,65分のリーダー
を中心としたグループ学習であった。「生徒がいか

に主体性を持って授業に取り組むことができたか」
「生徒同士の交わりを大切にできたかJな どの課題
を持ってすすめられた。実践の中で,生徒には,意
欲を持って授業に取り組む姿があらわれてきた。

2 研究発表 2
(1)発表者 松阪市立第一小学校教諭 山口 裕紀
(2)研究主題「子どもたちとともに倉1る体育学習」

(鋤 主題設定の理由

「楽しい体育」学習が,単に「楽しいだけ」の体
育の学習になってしまうのではなく,教師と子ども
たちとの共同作業によって,「何を学んでいるのか」

を互いに確認し合いながら,運動文化を継承したり,
創り上げたりすることができる学びの創造をねらい

主題設定とした。

は)研究の実践
6年生のソフトバレーボールの実践で,「ルール
づくりJ「なかまとのかかわり」などを大切にすす

められた。「ルールづくり」では,既存のルールに
こだわらず,子どもたちに合うものを子どもたちの
中から,話 し合いによって引き出していった。「な
かまとのかかわり」では,グループの中でのかかわ
りを中心に作戦やゲームの中での動きなどの意見交

流を持った。これらにより,運動量の増加,夢中に
なってゲームを楽しむ姿があらわれた。

3 研究協議
研究発表 1では,選択制の種目選択,授業展開の
工夫,男女共習,評価についての質疑があった。そ
の中で,授業展開の工夫については,生徒たちの意
欲をどう伸ばすかに心がけ, リーダーの養成,練習
内容の工夫の大切さが語られた。評価については,

教師の毎時の観察を大切にしていることや,学習ノ
ートを使い生徒による自己評価や相互評価を実施し

ていると答えられた。

研究発表 2では,ルールづくりについての質疑が
あった。ルールの変容にともない,子 どもたちの学
びが,学習当初の遊びというかかゎりから,運動ヘ
と変容していったと語られた。子どもたち同士のか

かわりについての質疑では, 1時間ごとに,子ども
たちと向き合い,学習を振り返ることを大切にすす
めたと答えられた。

4 指導助言
体育の授業時間数が,90時間に減少した。果たし
て90時間実施されているのであろうか。実態調査を

してみると,多くて86時間,少なくて60時間であっ
た。この現状から,体育学習の中で,教師が何を教
えるかが大切になってくる。今,教育は,子ども側
に立っていると感じる。楽しい体育と言われている

が,その中にティーチングがあるのだろうか。実践
例はあるが,方法論がないのではないか。何をすす
めていくのか見極めていかないといけない。

評価は,指導した中で,評価するものである。逆
を言えば,指導しないことは,評価できないことに
なる。つまり,大事なことは,教師が授業の中で,
指導したことに責任を持って評価することである。

今や,小学校でも学校を選択する時代である。教師
自身が, しっかりと説明責任を果たすべきである。

鐸ヨ 3角済斗会  三重県立伊勢高等学校
記録 三重県立鳥羽高等学校教諭 大 田 淑 子

研究主題  「お互いの人間性を高め合う体育授業を
めざして」～助け合い学び合い～

1 研究発表
(1)発表者 伊勢高等学校教諭 岡井 武
0)主題設定の理由

本校生徒が 「体育の授業をどのように捉えている

かJと いうアンケート結果および県研究部の「仲間

とともに学ぶ意味は何か ?Jと いう問いかけより,

①ほんの少数ではあるが,「運動や体育の授業を好

きになれずにいる」生徒をも「体育が好きだ」と言

わせたい。②仲間と学ぶ意味は,他者との『かかわ

り』をヒントに,「助け合い学び合いJをキーワー

ドとして研究主題を設定した。

い)研究の視点

めざす授業・めざす生徒像は,お互いの人間性を

高め合うこと。そのためには,寄与し合える『かか
わり』,すなわち,「助け合い学び合い」が必要では

ないかと考え,実際の授業場面で観察可能な行動レ
ベルでの言動として,次の 3つ に着目した。

①苦しいときの『励まし合い』

②成長するための『教え合い』

②成功したときの『喜びの分かち合い』

この 3つが,相互に作用し,「お互いの人間性を

高め合う」と予想した。また,授業構想として,年

度初めに各学年とも集団行動を行って「みんなと歩

調を合わせることJに快感を味わわせる (『励まし

合い』)。 特に 1年生では,集団行動と陸上競技をは
じめとして「みんなが競い合い,教え合い,切磋琢

磨してJ(技能の『教え合い』)という経験をさせる。

3年生では,球技でテームワークの楽しさ (集団で
の『喜びの分かち合い』)を経験させて,生涯スポ
ーッに繋がる記憶を持たせる, といったような流れ

でカリキュラムを考えている。

(4)授業実践

1年生では,格技やダンスを含め, 3単位で基礎

εC

・基本的な技能 (運動能力)の習得に重点。

2年生では,器械運動と陸上競技の中で自ら実践
させる種国内選択授業を実施している。

(2年生 陸上)は, 2ク ラス合併男女別 (各約40
名)3単位中の 1～ 2単位 (週に 1～ 2回)程度 ,

計6時間の計画で実践した。種目は,ハ ードル・砲

丸投げ・高跳びと3段跳びの4種 目を設定し, この

中から1種目を選択させ,各種目では, 6～ 8名程

度の班別活動とした。受動的に授業を受けていた生

徒は戸惑いがあったが,種目の選択や班での活動は

意欲的で能動的・積極的活動を促し, 3年 生での選

択制授業実施への導入や過渡的段階として,生徒に

意識の変革が見られた。

(3年生 球技)は ,今年度は, 2ク ラス 1講座 ,

3種目展開を基本とした。 4回の選択機会とするが,

同学期に同じ種目を選べないことや, 3種 目以上選

択することなど,種目に偏らない配慮をするととも

に,多様な種目を経験できることを主眼とした。

2 研究協議
毎週の活動計画について, また,活動内容の把握
はどのように ?,授業におけるグループ作りについ
て (男女共習・種目の偏 りなど),評価についてな
ど,活発な意見交換がなされた。

3 指導助言
選択制授業では,全体的に 3つの項目について ,

教師側の支援のあり方が大切である。

①『学び合い』生徒との共感が絶対条件である。

②『教師支援』自分の感情が出せる雰囲気作り。

技能について,ま た,安全に関すること。学び合い

に対する支援 (声を掛け合うべき場面を見逃さない)。

評価については,観点を伝え,指導と評価の一体化
(学習支援)目 標としての課題を明示してやる。

③『生涯スポーッに向けて』生きる力を大切にす

る。体力・健康・知識・技能が必要であり,積極的

姿勢を高めること。

‘亀
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究大会,

第42回全国学校体育研究大会 (三重大会)を終えて

三重県実行委員会会長 (二重県立みえ夢学園高等学校校長) 瀬  古  淳  二

εe

平成15年度全国学校体育研究協議会・第42回全国

学校体育研究大会三重大会は,平成15年 H月 13日 と
14日 の両日,全国から2,000名 を超える方々を紅葉
真っ只中の県都,津 にお迎えし,盛大に開催するこ
とができました。幸いにも大会中は,天候にも気温
にも恵まれ,14校での分科会の公開授業をスムーズ

に実施することができ,胸を撫で下ろしているとこ

ろです。

平成10年に, この大会の開催が内定して以来,準
備委員会を立ち上げるための組織づくりから始めま

した。活動資金もなく,事務局員の加配もない中で,

授業を終えてから手弁当で委員会を開き,幾度とな
く夜遅くまで準備を進めてきたことが,今では懐か
しく想い出されます。

右肩下がりの経済状況が続くことから,補助金の

見直しや,大会参加人数の制約などもあり,ま った
く参加者数がよめない中で,予算を立て,参加費を
当てにして運営することの難しさを痛感しました。

「なぜ,役員としてお手伝いするのに参加料を払
うの ?」 という質問に答えることから始まり,大会
の成功に持ち込むまでの道程は,正直なところ大変
でした。しかし,大会が近くなるにつれ,準備段階
でも大変な盛り上がりを見せてくれ,私たちの目標
の 1つであった,校種を超えた交流が実現したこと

が,二重県にとっても大きな成果となりました。
〈大会第 1日目〉 開会行事に続いて
①特別講演

「社会力が気力・知力・体力を高めるJと題して,
筑波大学教授 門脇 厚司氏の講演

②公開演技 (幼 ,小,中 ,高 ,養護が参加)
この大会のために授業を割いて練習するのでなく,

普段から,すでにあるものを発表しようということ
で,大会前日に初めてリハーサルをして,本番に臨
みました。幼稚園から小 。中・高・養護まで290人

余の児童生徒が,一生懸命,踊 ってくれました。特
に養護学校生徒のステージでは,障害に負けず,ひ

たむきに踊り,表現する姿が,多 くの参加者に感動
を与えました。さらに,フ ィナーレでは,健常者と
障害者の生徒同士の交流が自然な形で生まれ,ご覧
いただいた参加者の方々から,「勇気と元気をいた

だいた上に, さらなる感動を覚えました。がんばっ

て授業研究して, この感動を子どもたちにお返しし

たいJと のメッセージを多数,頂戴いたしました。
③解説  文部科学省 教科調査官 渡追 彰 氏
「これからの学校体育のあり方,体力の向上と評
価を中心にJ

④基調提案   二重県 木村 元彦 氏
大会主題である「学びをひらく体育の創造J～体

育ってなに ?今を生きる子どもたちにとって～とし

た経緯および考え方について提案

・運動に「本気・夢中Jになれる授業つくり
・体育学習に対する指導観や学習内容の見直し

等の授業研究実践を二重から発信

⑤シンポジウム  座長 三木 四郎 氏
「これからの学校体育での体力づくりのあるべき

姿と方法論について」をテーマに論議

⑥表彰式

〈大会第 2日 目〉

5校種,14会場にて,公開授業と研究協議を実施
いたしました。どの会場も活気のある授業が展開さ

れ,活発な研究協議が行われました。助言者の方々
からは,すばらしい的を得たご指導をいただき,成
果と課題が浮き彫りとなり,参加者にとっては,新
たなる課題を持ち帰って研究に取り組む,意義深い
1日 となりました。

終わりに,二重大会開催にあたり,文部科学省 ,

働日本学校体育研究連合会をはじめ,関係各位に多
くのご指導とご支援をいただきましたことに対し心

から御礼を申し上げます。また,全国各地から,ご
参加いただきました先生方,誠にありがとうござい
ました。

(

穿ヨ4男澤斗会  二重県立養護学校玉城わかば学園
記録 三重県立度会養護学校教諭  栗  谷  美  樹

研究主題  「活きて輝く今日と明日～わかばリズミ
ックで楽しく体力づくり～J

l 研究発表
(1)発表者 玉城わかば学園教諭 中川 立朗

〃     明星 隆文
〃     中川 佳代
〃     花豊 宣子

② 主題設定の理由

開校当初,高等部で実施している産業現場実習で
「働くための基礎体力の無さ」の指摘を受けたこと

をきっかけに,生徒の体力向上をめざした授業内容
の見直しを行った。しかし,体力不足・運動不足の
問題は高等部だけではなく学校全体の問題として捉

え,学校生活における「動きづくり・体づくりJな
ど運動学習仝体の考え方を研究し整理することによ

り,一人ひとりが持つ能力や可能性を最大限に伸ば
すことを目標に,将来の社会生活や自立に向けた
「生きる力Jを培う学習をめざし,主題とした。
(3)研究の視点

各学部の実態を踏まえた上で共通のキーワードを

設定しつながりを持たせた。

〈動きづくり・体づくり〉

〈楽しみ〉

〈遊び・余暇〉

に)研究の実践

各学部における児童生徒の実態把握を行い, 日標
の設定・カリキュラムの編成を行った。

小…教育課程全般の中で体育を 3つの領域 「日常生

活の指導J「自立活動としてのいきいきタイムJ「教

科としての体育Jに分けてみていくこととした。
中…高等部のリズミックを中学部の生徒の実態に合

わせて作る。それぞれの運動別に日標を立て評価表

を作成した。

高…運動タイムを設定し毎日実施した。生涯スポー

ツや余暇活動につながることをめざし目標を立てて

行った。

2 研究協議
○ライフスポーッとして取り組んでいることは ?

→スポーツを通しての人とのつながり,経験が大切。
高等部ではスポーッ大会の種目を練習している。

○各校で特徴的な取り組みをしているところは ?
→学校の近くに 3k皿のハイキングコースがある。山

道歩きを中心に年間通して行っている。

○「正しい動きよりも楽しい動き」とあるが,それ
では目的が達せられないのでは ?
→その子の持っている動きの特長を生かしながら行

うのが,その子にとっての豊かな動きを伸ばすこと
につながると考えている。

○就労時の体力不足の問題点で行ったというがその

結果の変化について教えて欲しい。
→独自の体カテストを行った。全体の統計はわから

ないが,個人の記録は伸びている。
○小中高それぞれの独自の体制で行うことが多いと

思うが一貫性を持つための苦労は ?
→現実的には小中高と12年 間在籍する生徒は全体の

3分の 1。 その中でいかにつながりを持たせるかが

難しい。共通のキーワー ドを作り個性に合わせたリ

ズミックを行っているが, まだ,学部でのとらえ方
に差があるため今後の課題も多いと思う。

3 指導助言
学校生活は長くて12年,その後の生活を充実させ
ていくことが大切でありQOLに つながる。体育で
は身体活動を通して,運動能力の向上,情緒の安定,
社会性 (人間関係)の充実を図ることが大切である。
高齢化社会の今日でも,知的障害を持つ方は短命な
方が多い,生活習慣や社会習慣が要因であると考え
られる。正しい生活,豊かな運動を学齢期に行うこ
とが望ましい。また,豊かな余暇生活を送るために
は,学校現場にも地域のマンパワーを導入すること
が大切である。地域によってはグラウンドゴルフや

ボーリング大会を行っている,ボランティアサーク
ルや介護体験生徒と一緒に行うと効率的である。指

導方法で気をつけていくことは,褒めることからは
じめ次に欠点を直していくようにし,最後は成功体
験で終わることが大切である。また,評価をし続け
ていくことも大切である。
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全国学校体育研究大会 (徳島大会)を迎えて

徳島大会実行委員長鰊 島県立城西高等学校校●   本寸 山  一  行

平成 16年度全国学校体育研究協議会・第43回全国

学校体育研究大会が徳島県で開催されるにあたり,

ご挨拶とご案内を申し上げます。

今日,心身ともに発育・発達途上の段階である幼
児,児童,生徒たちにとって,豊かな人間性が育ま
れるべき時期の教育にさまざまな課題があり, これ

らの課題に適切に対応するための取り組みや,め ま
く
｀
るしく変化している新しい時代の教育のあり方が

模索されています。

徳島県におきましても都市化の進展や生活の利便

化等は,児童生徒の運動不足をもたらし,健康を支
える基盤である体力・運動能力の低下を生んでいま

す。平成 14年度の徳島県における児童生徒の「体カ
・運動能力調査」結果を見ましても,体格は肥満化
傾向にあり,体力・運動能力も全国と同様に低下傾
向にあるとともに,一部の種目を除いて全国平均よ
り低い結果になっています。

徳島県では平成 16年 1月 に「徳島県スポーツ振興

基本計画」を策定し, 自らの生活や生き甲斐を重視
し,健康で豊かに生きるために,県民一人ひとりが
生涯にわたってスポーッに親しむことができるよう

生涯スポーツのいっそうの振興を図ることとしてい

ます。

平成11年度に (財)日 本学校体育研究連合会から

徳島県開催のお話をいただき,お 引き受けすること
を決意してから今まで,徳島県ではどのようなこと
に重点を置いて研究を進めていくか,協議を重ねて
参りました。

児童生徒が自ら学び自ら考える力などの「生きる

力」を育成する上で,学校体育は大きな役害」を担っ
ています。「体育・保健体育科Jの授業においては,
児童生徒の発達段階に応じて,運動の楽しさや喜び
を味わわせ,生涯にわたリスポーッに親しむことが
できる資質や能力を育成するとともに,体力の向上
を図ることが大切です。また,精神的なス トレス,
不安感を抱えた児童生徒が増加傾向にある現状では,

心身の健全な発達を促すために,心と体をよリー体
としてとらえた指導が重要となってきます。

私どもは,その中でも特に次にあげるようなこと
を大切にしたいと考えました。

○からだを通しての体験から得られる感動を味わう

ことができる。

○お互いに関わり合う中で心と心のつながりを深め,

高め合いながら,自 分自身も達成感を得ることが
できる。

このような考えを基本に,研究主題を「未来を生
きる力を育む体育学習を求めて～心と体をひとつに

～」と設定しました。

そして,次にあげますような観点から研究を進め
ていっております。

○子どもたちが進んで運動に取り組み,運動する楽
しさを味わうことができる教材,指導・支援の方
法を探る。

○仲間や教師との関わり合いの中で,認め合い,協
力し合いながら自己を高めたり,お互いを高め合
っていく中で課題を解決し,「達成感」や「感動」

を味わうことのできる体育学習を行う。

○評価規準に基づき, どのくらい実現しているかど

うか評価することで,学習方法の改善を促し,最
終的に子どもの成長を促すことができる体育学習

を行う。

*

関係者一同,徳島を代表する「阿波踊り」の情熱
を持って,実 りある大会となりますよう,努力して
いくつもりでございます。この大会を機会に,全国
の方々からご指導をいただき,交流を深めながら,
多くのことを勉強させていただきたいと思っており

ます。

平成10年には本県と近畿圏を結ぶ明石海峡大橋が

完成し,四国自動車道も全線開通いたしました。ぜ
ひたくさんの方々にご参加いただき研究を深めてい

ただきますとともに,四国二郎 「吉野川」や四国山
地の美しい自然や文化,人情等,徳島の持つ魅力を
十分満喫していただけたらと思つております。

徳島大会成功のため,ご指導いただきますよう,
何卒よろしくお願い申し上げます。

連体学 第 41号

1 研究主題
「未来を生きる力を育む体育学習を求めて」

～心と体をひとつに～

2期  日
平成16年 H月 18日 (木),19日 (金 )

3会  場
【第 1日 目】 アスティとくしま

°  【第 2日 目】 徳督辱景菫岩曇場
東浜傍示 1番地)

第 1分科会 徳島市立昭和幼稚園
第 2分科会 徳島市富田小学校
第 3分科会 徳島市加茂名小学校
第 4分科会 徳島市大松小学校
第 5分科会 徳島市佐古小学校
第 6分科会 徳島市城東中学校
第 7分科会 徳島市富田中学校
第 8分科会 徳島市城西中学校
第 9分科会 徳島県立徳島北高等学校
第10分科会 徳島県立徳島商業高等学校
第H分科会 徳島県立国府養護学校

4

(1)

参加対象者

全国の幼稚園,小学校,中 学校,高等学校,盲
学校,聾学校及び養護学校の教員並びに保健体育
行政関係者

cl(2)社
会体育等の指導者及び大学等の研究者

(1)平

項

¨

要

¨

催

¨

開

¨

平成16年度全国学校体育研究協議会 第43回全国学校体育研究大会 [

(鋤 一般参加者

5内  容
(1)平成16年度全国学校体育研究協議会

〔H月 18日 (木 )〕

① FTR・ 閉会式

② 特別講演 (内容・講演者未定)

③ 郷土芸能 (ア トラクションとして阿波踊 りを

予定)

④ 解  説 (内容・解説者未定)
⑤ 基調提案

⑥ シンポジウム (内容・シンポジスト未定)

・ コーディネーター 1名
・ シンポジス ト 3～ 4名

② 第43回全国学校体育研究大会

〔H月 19日 (金 )〕

① 公開授業・保育  ② 研究発表,協議
③ 指導講評

6 日  程 (下表参照)
7 参 加 費   5, 000円
8連 絡 先
徳島大会実行委員会事務局

徳島県立城南高等学校内

〒7708064 徳島市城南町 2丁 目2番 88

直通 TEL(FAX)0886528167

学校 TEL088 652 8151 FAX088-6523781

*閉会後,引き続き
lFI日 本学校体育研究

連合会主催の表彰式

を実施 します。

*lll日 本学校体育研究連合

会理事・評議員会及び都道

府県代表者会IIIは ,11月 17

日 (水 )14時 から実施しま
す。

一        日 程 表 ―

成 年度全国学校体育研究協議会 (アスティとくしま)
9:3010:0010:20   11:4012:10    13:10 13:50    15:40

Ｈ
月

１８

日

開

入
本
式

受
　
　
付

特 別

講 演

基 調

提 案

昼  食
解 説 シンポジウム

閉

会

郷土芸能

*郷土芸能については,「阿波踊 り」を実施の予定

育 研 徳島

1:9:00 9:30

丁内 ll分科会場 )

00      13:00                    15:00

Ｈ
月

１９

日

受
　

　

付

公開授業・保育

尽
一　
　
食

研究発表 と研究協議

閉

〈
〓
式

*第 2日 日 (分科会)の 日程は,会場 によ り多少の違いがあります。

国

です
。

9)第 43回全国学校体
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平成15年度 第 2回
理事・評議員会及び代表者会議 議事録

副理事長 三 原 忠 彦

日 時 平成 15年 11月 12日 (水) 14:00～ 17:00
会 場 二重県津市 プラザ洞津
出席者 理事・評議員 (71名 )及び都道府県代表者
司 会 :田川理事長
記 録 :三原副理事長

司会 (田川理事長)

出席状況のご報告を申し上げます。本日ご出席の

理事・評議員は,各都道府県より38名 ,本部より10
名,計 48名です。委任状を23通 いただいております
ので,本会の出席総数は71と なります:理事・評議
員総数が83名 , 3分 の 2は 56名ですので,本会が成
立していることをご報告申し上げます。

開会の言葉 (金森副会長)

みなさん, こんにちは。遠路ご参加くださいまし

て,あ りがとうございます。ただいまより平成 15年

度第 2回理事・評議員会及び代表者会議を開催いた

します。この会が実りあるものになりますよう,皆
様のご協力をお願いいたします。特に,本日のブロ

ック会議では,体育では一番難しいと言われている
評価の問題を議論していただくことになっておりま

す。どうぞ活発なご意見をお出しいただき,意義あ
るものになりますように,よ ろしくお願いいたしま
す。

会長挨拶 (浅田会長)

こんにちは。本日はありがとうございます。本会

の名誉会長である大石先生が 9月 4日 に亡くなられ

ましたので,最初に黙祷をお願いしたいと思います。
大石先生は昭和53年から16年間会長に就かれ,平成
6年からは名誉会長として, この会のために非常に

尽力された方であります。よろしくお願いいたしま

す。 (黙祷)あ りがとうございました。本日のブロ

ック会議では,現場の評価の問題を中心にして赤裸々
に意見をお出しいただきたいと存じます。そのため

に時間をできるだけそちらに振り分けたいと考えて

おります。よろしくお願いします。

議長選出

寄附行為により,浅田会長を議長に選出した。
[議長]さ っそく議題に入りたいと思います。

1 平成15年度第 1回理事 。評議員会の報告
(三原副理事長)

本年 5月 に開催された平成 15年度第 1回理事・評

議員会について,そ の概要をご報告いたします。 5
月17日 東京の日本青年館において,委任状を含め,
出席者61名 により開催されました。会議成立の報告

から始まり,開会の挨拶,会長挨拶,参加者の自己
紹介,議事録署名人の指名等に続き,寄付行為によ
り会長が議長に選出されました。議事に入り,まず
審議事項として,平成14年度の事業報告,収支決算
報告並びに会計監査報告が行われ,了承されました。
続いて平成15年度の事業計画案及び収支予算案が提

案され,異議なく了/・Tされました。次に平成15年度
の幼,小,中 ・高の体育実技研修会の説明があり,
了承されました。その後平成 19年度以降の全国大会

の開催県についての提案があり,平成19年京都,以
下岩手,島根,22年が九州地区の福岡か佐賀という
ことを確認しました。なお, この件に関わることと

して,地域ブロックの理事が関係する旨の話が議長
からありました。報告事項に移り,本年度の表彰に
ついて, 日程や推薦のための提出書類等について報

告がありました。次いで,全国大会の報告として,
昨年度開催の北海道から終了報告,本年度及び来年
度開催の三重県と徳島県から準備状況が報告されま

した。その他の報告が 3件あり,その 1は東京都支
部から昨年の北海道大会以降,検討・研修を重ね,
支部の中に幼稚園部会を立ち上げることを決定した,

いろいろ問題はあるが一つひとつ検討を重ねながら

高めていきたいというお話がございました。その2

は会報40号 について,その特徴の説明があり,内容
についての意見や配布についての要望をお聞きした

いということでした。その 3は,学校体育振興会に
ついて,立ち上げの経過と活動の要旨について報告
がありました。質疑等に移って,本部と地域のつな
がりについて1当んでいるというお話,ま た実技研修
会についてその位置づけのこと,参加者の実態のこ
と,周知方法のこと等々について質疑がございまし
た。

[議長]続きまして役員・理事・評議員の一覧につ

ぐ
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いて,その補足を田川理事長お願いします。
2 平成15年度役員・理事・評議員一覧及び常務理
事の業務分掌について (田川理事長 )

平成 15年度役員・理事・評議員一覧表がお手元に

ございます。特にご自身が所属されている県の理事
・評議員の氏名その他間違いがないかご確認くださ

い。なお本部の役員・副理事長の友添秀則氏は,所
属が早稲田大学人間科学部教授となっておりますが,

学部の名称変更で現在はスポーッ科学部に変わって

いるので,ご訂正ください。以上ご覧になっていた
だき,訂正がありましたらお知らせください。
[議長]会報40号 には,岩手の理事・山本先生と評
議員の吉田先生の名前が入っておりませんでした。

cお lF8羅 乙〔[警「 19虜亀顧彙舎量二屏修][
ついて,堀 内常務理事お願いします。
3 全国学校体育実技研修会について

(堀内常務理事)

お手元に資料をお配りしてありますので, ご参照

ください。ご承知の通り実技研修会は,幼稚園・保
育園の部,小学校の部,中学校・高等学校の部と3
つの部会で例年実施しておりますが,今年度はいず
れも夏季休業中の 7月 ・ 8月 に開催いたしました。

各部会の研究テーマ,内容,講師, 日時,会場,参
加費,参加者数については,資料に記載してある通
りですので割愛しますが,ご了解いただければと思
います。なお,幼,小,中・高いずれの研修会も多
彩な講師陣をお迎えして,充実した内容の会にする
ことができました。また,課題でありました地方か
らの参加者も若千ではありますが増加させることが

できております。教育関係や体育関係の雑誌等に掲

(;諸意ち[重塀警:「彗老[言 [馨曇ξ雪[3場慮勇
が広く参加できる魅力ある研修会になるよう,内容
をいっそう充実させていきたいと考えております。

[議長]では,学体連「会報J40号について,後藤
常務理事お願いします。

4 学体連「会報」について   (後藤常務理事)
今年度第40号 は 7月 1日 付でお配りした通りでご

ざいます。各都道府県におかれまして,それぞれの
学校に配布等ご協力いただきお礼を申し上げます。

記事につきましては, 3つの内容から特集を組んで
おります。第 1の特集は,昨年度の第41回全国大会
・北海道大会についてです。これについては実行委

員長・宮崎先生の大会の回顧をはじめとして,分科
会の様子について,丹念に記録したものを記述して
いただきました。北海道の皆様方に心からお礼を申

し上げます。第 2は,後のブロック会議の議題にな
っております評価についての特集で,前文部科学省
体育官の本村清人先生をはじめ, 4名 の方の評価に
ついての原稿を記事とさせていただきました。第 3

の特集として幼稚園部会の立ち上げについて,担当
常務理事と東京都支部からの緒論を掲載いたしまし

た。なお,課題として,会報の発行をいつにするか,
発行時期の問題があります。40号 の例で申し上げる

と,39・ 40頁 に役員一覧表が掲載してあります。こ

の一覧表を作成するにあたり,各県より役員のご報
告をいただくわけですが,今年度は 6月 28日 の段階
でのお名前を掲載させていただきました。ここまで

待って会報を発行すると, どうしても7月 になり,

時期的に遅いという感じが否めません。そこで,役
員一覧表は別の機会に掲載させていただくことにし

て,も っと早い時期に発行してはどうかという案が
浮かんでおります。

[議長]41号 の発行時期については,常務理事会で
最終的に決めたいと存じますが, 4月 上旬頃になる
だろうと思います。それまでには各都道府県の理事
。評議員が決まっていませんので,それは後に配布
するという2段構えにならぎるを得ないと思います。
ただし,新理事 。評議員については 6月 末に文部科
学省へ報告しなければなりませんので,やはり4月
中にはお決めいただかなくてはなりません。何かこ

れについてご意見があればお聞かせ願いたいと思い

ますが, いかがでしょうか。なければ,文部科学大
臣賞・優良校・功労者の表彰について,お願いしま
す。

5 文部科学大臣賞 。優良校・功労者の審査・表彰
について (田川理事長)
本年度,優良校・功労者の中央審査会を, 7月 26
日国立ォリンピック記念青少年総合センター研修室

で行いました。その結果,優良校 119校が決定しま
した。内訳は,幼稚園が 4園,小学校50校 ,中学校
が42校 ,高等学校が23校です。やはり小・中学校が
多く,高等学校が少ないという特徴が今年度も見ら
れたかと思います。功労者は審査の結果,144名 の

方々が表彰されることになりました。これも内訳を

申し上げますと,幼稚園0,小学校が38名 ,中学校
51名,高等学校が27名 になっております。申央審査
会の委員名簿は全国学校体育研究資料集に一覧を載

せてありますのでご覧ください。続いて,最優秀校
(文部科学大臣賞)についてご報告いたします。こ
ちらは 8月 23日 に審査会を行いました。過去 2年以
上の研究が必要とされる賞ですので,慎重に審査し
ました結果,最優秀校を 9校 (小学校 7校,中学校
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2校)決定しました。こちらの審査委員名も同資料
集に掲載しております。優良校・功労者共に明日の

大会の表彰式において表彰されます。

[議長]文部科学大臣賞・優良校・功労者は,各都
道府県の推薦委員会から送られてきたものを, こち

らで審査させていただいた結果であります。ありが

とうございました。いっそう充実したものにしたい

と考えておりますのでよろしくお願いいたします。

また, これらの表彰は今年で53回 目ですが,優良校
4,677校 の中に幼稚園が 4園入りました。私はかね

がね,幼少時の頃からできるだけ組織の中に入れて
もらいたいと申してきたわけですが,本年,青森が
1,秋 田が 1,二重が 2の計4園が優良校として表
彰されることになり,将来が非常に楽しみだと喜ん
でおります。では次に表彰要項の改正についてお願

いします。

6 表彰要頂の改正について   (田 川理事長 )
お手元に資料を用意してあります。全国学校体育

研究最優秀校が定められたのは,平成 13年 の宮崎大
会の折りからで,今年で 3年目になりますが,要項
の不備が指摘されるようになっており, ここに書き

ましたような案に常務理事会で発議されました。つ

まり,最優秀校はその年の優良校だけに限って推薦
されるのではなく,前年度・前々年度優良校であつ
た学校が最優秀校として推薦され得る道を開くべき

ではないかということです。常務理事会としてはこ

のかっこ内の文章を入れたらよいのではないかとご

提案申し上げます。よろしくご検討ください。

[議長]ご質問があればお願いしたいと思います。
[北海道・西村評議員]

過年度に優良校として表彰を受けた学校を,翌年
に最優秀校として推薦する場合,優良校推薦はいら
ないということですか,それとももう一度優良校と
して推薦する必要があるのですか。

[友添副理事長]

過去 3年以内に 1度優良校となった学校を, 当該

年度最優秀校としてご推薦いただく場合には優良校

の推薦をいただかなくても構いません。 3年以内は

有効期間とします。つまり,基本的には単年度の研
究というのはあり得ないわけで,複数年次にわたる
研究を評価したいと本部では考えておりまして,過
去 3年以内に優良校となった学校については,最優
秀校としてご推薦いただく権利があるとご理解いた

だけたらと思います。

[福井県・坪丼 (県代表者)]

例えば,今年最優秀校の選にもれた場合に,翌年
にもう一度最優秀校として推薦することは可能なの

でしょうか。

[友添副理事長]           ,
もちろん構いません。過去 3年以内に優良校とな

つた学校については,何度でもトライしていただけ
ます。ただし,も ちろん研究の推進過程をしっかり

明示していただくことが必要です。厳正に審査をし

ますので,進展がないにもかかわらず,翌年度もま
た応募してくるということが続いた場合, この規定

の見直しが再度必要になってきます。そこにはやは

り先生方の良識と研究に対する真摯な姿勢が基盤に

あるわけでして,推薦委員会と審査会の信頼の上で,

審査を進めてまいりたいと本部は考えております。

[議長]従来は,優良校の中から文部科学大臣賞を
選定することになっており,一緒に賞状を渡すルー
ルになっておりました。             こ

[青森県・柿崎 (県代表者)]

そうすると,例えば今年青森県で優良校を3校推
薦して,その中の 1校を最優秀校として推薦し該当
した場合には,最優秀校の賞状と優良校の賞状の 2

枚いただけるということですか ?

[議長]

そうです。

[青森県・柿崎 (県代表者)]

で,翌年研究が進んだので,再度最優秀校に推薦
して通つた場合には,最優秀校の賞状だけいただけ
るということですね。

[友添副理事長]

そうです。優良校としての資格,つ まり最優秀校
に応募するための資格が優良校にはあり,その有効
期限が 3か年だというように単純にご理解いただい

た方が早いと思います。

[議長]                   F´
何かそのほかにございませんか。都道府県段階で ヽ

も優良校や功労者を表彰されていますので,何か先
生方の方でもご意見があるかと存じますが 。なけ
れば次の 7に入ります。

7 学校体育振興会 (「学体振」)について
(浅田会長)

学校体育振興会は,当財団の特別賛助会員の団体
です。学校体育について, どういう事業をどのよう

に行えば賛助会員としてお役に立てるかということ

で,今いろいろ模索中でございます。まだ,内容が
はっきりしておりませんので, もう少し固まってか

ら先生方にはご相談申し上げたいと思います。この

後のティータイムを利用してきようご参加の賛助会

員からご挨拶を申し上げたいと存じますので,よ ろ
しくお願いいたします。財団法人ですから,寄付を

募つて,それを各県へ還元することが目的ですので,
賛助会員の方々の寄付を本部としては期待している

わけです。なにぶんともよろしくお願いします。

(8 特別賛助会員紹介…略)
(9 ブロック会議)
別掲「ブロック会議における協議の概要J P34参
H召

10 平成17年富山県以降開催県の確認
(田川理事長 )

資料には,昭和37年第 1回大会から平成23年 の50
回までの予定が書かれておりますが, ここでは特に

平成17年富山県以降の開催県の確認をさせていただ

きます。 18年栃木県,19年京都府,20年岩手県,21
年島根県,22年が福岡県あるいは佐賀県のいずれか

でお引き受けいただくということで現在進んでいる

と思いますが,よろしいでしようか。
[議長]2年 くらい前から福岡県あるいは佐賀県と
なっていますが, 九州ブロックではどちらにお願い

できるようになりますか。

[福岡県・図師理事]

佐賀県とも話し合いまして,22年は福岡で行いた
いと思います。よろしくお願いいたします。

[議長]ど うもありがとうございます。では次期開
催県の準備状況,徳島県・村山先生お願いします。
11 次期開催県の準備状況

[徳島県・村山理事 (大会実行委員長)]

お手元にカラーで裏表刷りのパンフレットがある

と思いますが,来年度の大会は11月 の18・ 19日 とな
っております。そして研究主題は「未来を生きる力

を育む体育学習を求めて～心と体をひとつに～Jで ,

裏にありますように11の会場で,分科会を開催いた
します。もう 1枚は開催要項案です。 1の主旨につ
いては,文部科学省や連合会の指導を受けながら,
現在そのように決定しておりますが,ま だ若千文言
の差し替え等があると思いますので,ご承知おきく
ださい。それから会場ですが,全体会場は決まって
おりますが,分科会の会場校については,一覧表の
ようにに決めて研究を進めていますが,ひ ょっとす
ると一部変わるかもしれません。今後なお文部科学

省,連合会の指導を受けながら,そして明日から開
かれる二重大会を参考にして,準備を進めていきた
いと思いますので, どうぞよろしくお願いします。

[議長]ど うもありがとうございました。
[田川理事長]

浅田議長,最後に三重県の瀬古理事よりこの機会
を借りてお話したいという申し出がありましたので,

お願いいたします。

12 本年度の開催県から
[二重県・瀬古理事 (大会実行委員会会長)]

全国大会にご参加くださいまして,あ りがとうご
ざいました。心配をしておりました参加者も2千を

超えました。本当に全国の方々のおかげだと感謝を

申し上げたいと思います。きょうの心境はやっと来

たかという気持ちと,も う少し時間があったらなと
いう気持ちと半々でございます。とにかく金のない

状態で,手弁当でコツコツと進めてまいりました。
連合会からの補助金を準備の段階でたくさんいただ

いてしのぎ,OB会 からも金を集めました。最後は
県教委もずいぶん協力してくれ,各小・中・高につ
いては全部予算措置で, 2日 間の出張を 1名ずつ出

してくれました。大変ありがたかったと思います。

ただ, これからのこととして,今も22年度まで決ま
りましたが,大会参加費だけでまかなうのは本当に
至難の業です。私のところも受けた時には平成10年

だったのですが,それからバブルが一気に崩壊しま
した。また今日のアカウンタビリティの問題で,出
張も同じ学校から2人以上行くのは税金の無駄遣い

だ,参加料も全部出せないといった状況に追い込ま
れております。そのような事情で,今回も十分なお
もでなしができず,い ろいろご迷惑をおかけするか
もしれませんが,よ ろしくお願いいたします。
[議長]金の問題は本部の会長の責任でもあります
が,何とか努力をしたいと思います。では, これで
議題を終わりたいと思います。

司会              (田 川理事長)

ありがとうございました。それでは閉会の言葉を

深川副会長から申し上げます。

閉会の言葉 (深り|1副会長)

3時間余にわたり審議をいただき誠にありがとう
ございました。現在,私どもは 2つの課題を持って
いると思います。 1つはきょうの議題にもありまし
た評価の問題です。世の中が評価の時代になり,教
育界においても指導者に対する評価が一段と厳しく

なりました。このような問題に学体連としてどう対

応していくか,皆様方との情報交換あるいは積極的
なコミュニケーションを通じて,解決していかなけ
ればなりません。もう 1つは財団法人としての使命

です。財団法人は皆様方に財政的な支援をしなけれ

ばその目的は達成し得ません。そのための資金につ

いて,今後新しい角度で取り組んでいきたいと考え
ているところです。本日は,あ りがとうございまし
た。瀬古会長はじめ,二重県の実行委員会の方々に
は深甚なる敬意と感謝を申し上げます。それではこ

れにて散会といたします。

C

CI
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学校体育評価をめぐる今日的状況と課題
～平成]5年度第 2回理事・評議員会及び代表者会議における協議から～

学習指導要領の改訂に伴い, 日標に準拠した評価,
いわゆる絶対評価をいっそう重視するなど,評価の
あり方も大きく変わろうとしています。このような

評価のあり方の変化は,小・中・高校の体育科や保
健体育科でも, 日標や学習内容をいっそう明確にし

ながら,子どもたちの真の学びを重視した評価のあ
り方の模索へとつながり,全国でもさまざまな試み
が始められています。

さて,先般行われました平成15年度第 2回理事・
評議員会及び代表者会議のブロック会議では,上記
の評価をめぐる現今の動向を受けて,主に評価規準
作成状況と課題について協議していただきました。

ここではその概要をお知らせしながら,各県で抱え
ている課題や問題について,ご紹介したいと思いま
す。

[評価規準の作成状況]
O小 。中学校では,全県ほぼ100%の学校で独自の
評価規準を作成している。
01度作成したものを見直し,作 り替えの段階に入
った学校もある。
O温度差はあるものの,お おむね熱心に取り組んで
いる。
O高等学校においては,現在研究中および検討中の
県が多い。
O県でモデルを作成して,それを基にして各学校で
実態に応じて作成している。
O市町村内の学校で分担して作成し,後に各校に持
ち帰って実情に合わせている。
O特にモデルは出さずに各学校に任せている。
O研究会や研修会でテーマとして取り上げて,優れ
た具体例を見つけようと模索している。

[評価規準作成をめぐる課題と問題点]
●小規模校ではスタッフが少なく,十分な評価規準
を作るのが難しい。
O評価規準の客観性について,その裏づけが十分で
はない。
。子どもの変化 (進歩)に伴って基準値の設定が流
動的になり難しい。
O複雑な評価活動では授業がかなり煩雑になるので ,

うまく簡素化しなければならない。
O進学高校においては,評価規準作成以前に,授業

副理事長 (朝層田大学教授)友 添  秀 則

そのものの存在意義やあり方が問われている。そ

ちらの議論が先ではないか。
O高校では,学校形態や規模,あ るいは授業形態に
よつて授業そのものが異なってくるので,苦労し
ている。規準モデルも作 りにくい。
○特色ある評価規準を作成している学校等の情報が

ほしい。
○評価規準作成後それをどう活用していくか。
O指導との一体化をどう図るか。
O評価を指導の工夫・改善にどうつなげるか。
O入試制度とも関係して,評価の信頼性や絶対評価
の有効性が今後問題にされるだろう。
O相対評価から絶対評価に変わり,評定との結びつ
けはどうなるか,特に高校受験のある中学校では
難しい。
O校種間の評価の落差があり,保護者の疑間にどこ
まで答えられるか。
O説明責任がどこまで果たせるか, しっかりした規
準ならびに教師の共通理解が不可欠。
Oグループノー トや個人ノー トを活用して,自 己評
価力を高めることが教師の役割ではないか。
O規準を文章化することでかえって指導者が厳しく
なる,む しろ文章化しない方がいいのではないか。
O高校においては,それ以前のカリキュラムの段階
で,必ずやらなければならないものが欠けていた
り,選択制の種目が偏りすぎているという問題が
あり,それをクリアできなければ,評価規準まで
たどり着けないのではないか。
O選択制授業の場合,複数の教員が指導に当たるの
で,評価の基準をきちんとしておく必要がある。

ブロック会議では評価をめぐって,上記のように
作成状況が報告され,ま た課題や問題点が出されま
した。教育実践の中でも,評価問題は一番難しいと
言われていますが,先駆的な先行実践に学びながら,
各校の実態に応じて,独自の評価のあり方を今後い
っそう検討していくことが重要であると思います。

次に,先駆的な実践を展開されている,東京都荒
川区の 「ひぐらし小学校」の評価規準の具体例をご

紹介したいと思います。

CI
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本校における評価規準作成の視点と手順

常務理事(前荒川区立ひぐらし小学校校長)後 藤 一 彦

ξ

子どもたちが,学習を通して何を学び,何を身に
つけることができたのか,その成果を客観的に評価

して次の指導に生かすことや,子 どもと保護者に伝
え,意欲づけることは,学校の役割や責任を果たす

要件として欠くことができません。

特に,各学校がそれぞれの地域や児童・生徒の実

態に応じて特色あるカリキュラムを編成したり,そ
れを公開したり,成果について説明したり,外部の

意見を聞いたりすることが求められる今日において

は,説明責任に耐えうる「学校の特色づくりや自主

性・自律性の確立」は,学校の存亡にかかわる最重

要課題ともなっています。このような背景を踏まえ,

本校の評価規準作成の視点と手順について以下に記

します。

1 学校の教育目標の具現を基点として

本校では,子どもの心と体を一体のものとしてと

らえ,全教育活動を通して「生きる力」を育てるた
め,平成14年度から学校の教育目標を「げんきで・

なかよく・かしこい子の育成」と改めました。

この教育目標の具現をめざす糸口として,体育を

核とした教科横断的・総合的な視点に立って,東京
都小学校体育研究会の研究協力校ならびに荒川区

「個性化教育推進校」の指定を受け,研究実践に取
り組んできました。

の過程で試みられた実践の多くは,子どもたちが喜
んで取り組む教材の開発,子どもたちがこれを学ん
でよかったと感じる内容の工夫,体育は大切な学習
なんだと思える授業への改善であり,なかんずく教

材の開発・吟味を重視しました。

例えば,ボール運動では「加えて指導することが

可能」となったソフトバレーボールやハンドボール、

およびフラッグフットボールやタグラグビーなどの

新しい教材を計画的に取り入れました。水泳では,

臨海学校での遠泳 (60分間)を含め,高学年で長く

泳げるようにすることにシフトした,全校の指導計

画を見直しました。また,運動会もスポーツフェス

タと名づけ,親子や地域がこぞって運動を楽しむ日
とし,内容や運営方法を工夫しました。

そのほか,ボール運動で学習したことを土台とし,

子どもたちが自分たちで大会を運営する「総合的な

学習」への発展や,給食指導を中心とした保護者と

子どもを対象とした健康教育の内容の明確化と全校

での実践,お よび家庭との連携などを例としてあげ

ることができます。

このように,授業改善と教材の開発・吟味をベー

スにして年間指導計画を作成したことは,教員のカ

リキュラム「ユーザーからメーカーヘの意識改革」

につながるとともに,評価規準作成への大きな手が

かりとなりました。

|∈
|

究会ふ各勇菫竃109猶卜1'「屋詈馨劣言糠穣冒露  3 全職員により全単元の評価規準を作成する
内容としての 「体育知」を具体的に明らかにしゥ   以上, 1と 2に記した研究 。実践の成果を客観的
「今,体育が子どもたちのために何ができるかJと   に評価し,成果を確かめるためには,その拠り所と
いう立場から提唱することを大きな課題としてきま  しての評価規準が必要となりました。
した。                        そこで,全員で分担・協力し,体育科全単元の評

2 子どもが喜ぶ授業改善や教材
軍嵩肇書の作成へ   [ff「 梶

『 よ婆彗督蔭」:』T軍[[郎 1昼れ鷹
ありき」のスタンスであったからこそ,つ くる意味

上記の経緯で始まった、準備期間を含めた 3年間  がわかり,実際に使える評価規準作成への工夫と努
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力につなぐことができたのではないかと,今振り返

って思います。

4 作成の具体的手順

全員の分担により評価規準を作成するにあたり,

学校としての統一性や客観性を保つため,以下のよ

うな共通理解を図りながら進めました。

(1)手順 1

書式を定める

単元ごとの評価規準の設定形式は,評価をいつ・

どのような方法で行うかによって工夫されるべきで

すが,本校では,単元終了時の 「評価の総括の拠り

所Jと なる評価規準を設定することを意図して,全

単元とも下記の書式になるよう,共通理解を図りま
した。

観 点 B基準   I   A基 準

技能 ～ができる。 ～が調子よくできる。

態度 ～しようとする。 しヽつも、進んで、喜んで

学び方
友達や先生のアドバイ

スによつてめあてを

自分で考えたり、資料

を見てめあてを

※おおむね目標に達している場合を「BJと し、十分に達
している場合を「AJとする。
※Aと Bとの違いは、 B規準の欄に示した下線部分の違しヽ
による。

(幼 手順 2

文言の語尾表現をそろえる

単元を単位として,子どもの行動の姿で表現でき
るように配慮しながら評価規準を設定していく際,

時として技能と学び方,態度と学び方の区別がつき
にくくなり,表現に苦慮することがありました。
そこで,評価の観点ごとに文言の語尾を文部科学

省の資料にならい,下記のようにそろえることとし,

各観点の趣旨が的確に反映されるようにしました。

観 点 1    評価規準の文言の語尾

技 能 |     ～ができる。
態 度 |    ～しようとする6
学び方 |     ～している。

Aと Bと の質的な違いを明確にした表現の工夫を

する

Aと Bの質的な違いについて,学校としての共通
性・客観性を保つため,「違いを表すキーワー ドJ

の例を下記のように示しました。

①技能 (器械運動・跳び箱の例)

[めあて Iの場]

C どうにかできる
B 安定した着地でできる
A 大きな動作でできる
[めあてⅡの場]

C 補助してもらってできる
B 補助具を使ってできる
A ふつうの場でできる
②態度

C 支援があればできる
B おおむねできる
A いつもそう
③学び方

C 先生の指示で学習を進めている
B 資料を参考にしたり,友達との話し合いを通
して

A l人 でめあてを決めたり,方法を工夫したり
できる

5 今後の課題

上記 4は ,単元終了時に行う評価の総括のための

規準A, Bの例ですが,評価の機能にはこのほかに

も,学習中の評価を直ちに指導に生かし確かな学習
につないだり,子どものよさや可能性を伸ばすため
のlll人 内評価の機能などがあり, この機能の実践化

が今後の重要課題です。

そのためには,文部科学省の資料に示されたよう
な「学習活動における具体的な評価規準」を設定し

たり,それをいつ 。どのように行うのかを示す評価
計画を作成する必要があります。本校では,実証授

業を行う場合には,評価計画を学習指導案に示し,

実践化を進めてきました (次ベージに評価計画を盛

り込んだ 「第 5学年・フラッグフットボールJの学

習指導案を示しましたので、ご参照ください)が ,

今後この方法を全単元に広げ,検証することが大切
です。

「
、

(鋤 手順 3

～楽しもう lフ ェスタFFB～
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①施設・設備のおくれ,②研究組織の不備,③教
育研究補助者の不足がありました。

先生は同51年 9月 宮島龍興第 2代学長のもとで

施設環境と研究担当 (同 51年 9月 ～53年 4月 )及
び医療担当 (同 53年 5月 ～54年 4月 )の副学長と
してこれらの問題処理のために開学当初の理想と

現実との調整に天性ともいえる能力を発揮されま

した。

すなわち,75万坪に及ぶキャンパス内の緑化や

主要施設の完成と促進に日夜心血を注がれ,同 51
年 10月 大学会館が開設されるや毎年「つくば国際

会議シンポジウム」や 「筑波会議Jを 開かれ,同

‐6.:霙 露壺λ脅暦鵜最馨見肇[負 3堡層2螢 :畠撮
することに努力されたのであります。

筑波会議懇親パーティーで挨拶をする大石氏

また,先生は教育の伝統性を重視され,高師体
育科草創期の教授であった坪井玄道氏の銅像を体

育センター入口に建てられたり,筑波大学の紋章
を「桐の葉」にして著埃の伝統を受け継ぐことを

明示されました (同 54年 2月 22日 制定)。 実に,

先生の天与の才能は筑波に移られてから堰を切っ

たように,花を開き実っていきました。
他方,先生は休育・スポーッに関連する社会的
諸団体にも意を注がれました。就中,本連合会の
会長を16年間勤められ,財団としての資金の調達
はもちろん,事業すべてに亘ってその充実発展に
貢献されたのであります。その内容は「50周年記

坪井玄道氏の銅像前において

念誌Jにみられる通りであります。また,機関誌
や会報には警世の巻頭言をご寄稿になりました。

先生は服役中 (前述),戦地での戦闘行動で腹
部に左腸骨骨折貫通銃創を受けられ,広島の原爆
処理で被爆されてもいました。その上強い喘息も

ちでした。平成 5年の山梨大会では会場での行き

来にも苦しいようでした。

しかし,先生は意気軒高で「次代を背負う子ど
ものためだから仕事中に死ぬのは本望だJと いわ
れ,ま ったく意に介しないようでした。この年の
12月 の常務理事会には自宅からタクシーでの往復

でした。これが先生とご一緒させていただいた最

後の常務理事会になりました。

その後先生からは年に何回か励ましの電話をい

ただいていました。いつか長電話でスポーツ大学

創設の構想について伺ったこともあります。先生

からの最後の電話は,国会議員にも贈りたいとの
ことで50周年記念誌を50冊お送りした後の平成 15

年 1月 3日 のことで 「君は俺を乗り越えた。苦し

いだろうが,頑張れよJと の言葉でした。
思うに,先生は専門の体育経営学の研究と成果
を大学の研究と教育を超えて社会貢献へと,今様
の「金次郎Jになり代わり,死の直前まで挑まれ
ました。誠に情熱に満ちた生涯でした。執念とも

いえる先生の稀有な魂に驚かざるを得ません。こ

こに大石三四郎先生の面影を思い浮かべながら,

ご冥福をお祈り申しあげる次第であります。

[追記]先生の筑波大学定年後の国立特殊教育総合研究
所長としての6年 9か月FB5,埼玉短期大学の「長」とし
て関与された6年間のこ業績,及び (社)全国大学体育
連合 (専務理事)等についてのこ功績|よ ,紙面の都合上 .

割愛させていだだきました。

大石三四郎先生を悼む

筑波大学名誉教授

(本連合会・名誉会長)

にして体育・スポーツ

界でユニークな学者として評価の高かった大石三

四郎先生は,平成15年 9月 4日肺炎のため埼玉県
栗橋町の病院において87歳で他界されました。誠

に哀惜の極みでございます。

喪主は大石家令息昭爾氏でお別れ会が東京信濃

町の千日谷会堂で行われました。先生の訃報に接

し斎場には体育・スポーツ界をはじめ各界より多

数のご参加があり,「永光院教岳慈明居士」の御

霊前に拝礼されました。

先生は大正 5年 3月 26日 横浜市の生まれで長島

信吉氏の6男 (姓を大石に改められたのは東京文

理科大学在学中,大石熊蔵氏の長女品久子女史と

婿養子縁組されたことによるもの)であります。
戸部小学校,縣立 3中 (現緑ケ丘高校),東京高
等師範学校を経て昭和 18年 9月 東京文理科大学の

教育学科を卒業されました。

先生が勉学に勤しまれた昭和初年代は不景気で

就職難のため生きていくのに苦労した時代であり

ました。先生は世のため人のためには教師になる

ことが最も理想であり,ま た就職も確実で給費で

あることも考えられ師範の道を選ばれたのでした。

先生は東京文理大では加藤二平博士に師事され

「報徳仕法」特に推譲という心の働きが大切であ

ることを学ばれ,既に学生時代から実践的でユニ
ークな活動をされていました。先生のお考えは,

人間は利己心と利他心をもち世の中は誠をもって

実行しなければ何事も成就しないという金次郎の

「物心一円」の原理を人類の最終の目標とされて

いました。つまり,先生は人間の本質をよく理解
し他人を思いやり人間を信頼し,そのもつ力を覚
醒させていけば,やがて偉大な能力を発揮するも
のであるとの信念をもっておられました。先生の

心の明るさや温かさは,金次郎のこの推譲の精神
に由来するものでした。

会 長 浅 田 隆 夫

先生は東京文理大在学時代を挟んで前後 2回

(昭和12年 12月 ～15年 12月 と19年 8月 ～20年 9月 )

に亘り兵役に従事されました (後述)。 除隊され

て金沢大学に復職後,先生は全国に先駆けて教育
学部に体育科を新設され,ま た金沢への国体誘致

:[警 [え∫百五番層卍垢憧乳勇借〔脅會亀⑮誌「
)

ため屋内に開じ込められ不健康になりがちなこと

を慮ってのことでした。

同27年 6月 東京教育大学に転出後,先生は体育
経営・管理学に関する領域の発展に努力されると

共に体育・スポーツの管理の分野に数理統計的な

手法を導入されたのであります。これは心身一円

の報徳思想を管理図法により具体的実際的に健康

管理やスポーツ技術の向上に役立てようとされた

ものでした。

同48年 10月 ,筑波大学開学と同時に体育科学系
に移られ実技 4単位を全学生必修とされました。

これが教官の定員増加と体育・スポーツ施設の充

実,及び建学の理念である「開かれた大学Jと し
ての機能に連動することになりました。これは偏

に先生の先見性と決断力によるものでした。

思えば,開学 3年目に入ちた同51年は,大学の

後7123[雪 :警U[F彗辱:異動房曇喜E層 (|

宮島龍興筑波大学第 2代学長とともに
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平成 15年度の常務理事会の議事摘要は以下の通り

です。

1501回 常務理事会 (H15 4 25 木)
015年度全国大会 (三重大会)について現状報告と
uRl題 の協議

・ 第 1回理事・評議員会の議事内容について審議
015年度の研修会について日程・内容の審議
014年度収支決算報告について確認
O15年度の収支予算及び事業計画について審議

1502回 常務理事会 (H15 6 10 火)
。第 1回理事・評議員会の議事録について確認
015年度中央審査会 ,文部科学大臣賞の審査会につ

いて協議

014年度事業報告等文部科学省への提出書類につい

て確認

0学体連研究会議 (仮称)の協議,概要把握

1503回常務理事会 (H15 7 26 土)
015年度優良校・功労者表彰の審査結果にかかわる

報告の了承

●15年度文部科学大臣賞の審査会について日程 。手

順の確認と委員について協議

1504回常務理事会 (H15 8 23 土)
O第 2回理事・評議員会及び代表者会議の議題,ブ
ロック会議のテーマ等について審議

O全国大会の分科会における本部役員の行動予定に

ついて協議

1505回 常務理事会 (H15 9 18 木)
015年度最優秀校審査会を終えて反省事項のまとめ

等協議

015年度第 2回理事・評議員会及び代表者会議の議

題と分掌について審議確認

。第42回全国大会 (三重)に向けて各種の確認

・ 幼稚園の実技研修会の結果報告について了承

1506回常務理事会 (H15 10 21 木)
0全国大会に向けての準備状況及び役員の参加要領

の確認

・ 文部科学大臣賞等表彰式の式次第の協議    ば 、
C第 2回理事・評議員会及び代表者会議の議題と本

部役員の役割について確認

1507回常務理事会 (H15 12 5 火)
C第 2回理事・評議員会及び代表者会議の開催結果

について反省協議

・ 功労者への記念品等について検討協議

。会報第41号の編集についてプロットの確認

C研究助成の申請についての審議

1508回常務理事会 (H16 1 13 火)
O徳島大会開催要項 (案)について審議
●16年度全国学校体育実技研修会について協議

O最優秀校・優秀校・功労者表彰要項改正の件検討
。研究助成について検討

1509回常務理事会 (H16 2_19 木)     t l
C徳島大会の指導助言及び特別講演の講師について

審議

016年度の各種表彰に関する日程等審議
C研究助成について通知・申請手続き等審議
016年度第 1回理事・評議員会の開催について審議

1510回常務理事会 (H16 3_23 火)
○徳島大会の準備状況について報告

016年度全国学校体育実技研修会について協議
。幼稚園に対する研究助成について審議

・ 文科省宛平成 16年度の報告書について確認

0全国大会における受賞者への研究紀要の扱いにつ

いて審議

華

虚
一
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「しなやかな心と体を育む運動遊びJ

(2)日 日寺

平成 16年 7月 29日 (木)・ 30日 (金 )

(31会場

日本女子大学附属豊明小学校体育館 (」R山 手線

・目白駅徒歩15分 ,地 F鉄有楽町線・護国寺駅徒歩

ξ

.思

犠 容 休 定)

(4)言黄自面

東京学芸大学名誉教授 近藤充夫氏
日本女子大学教授 岩崎洋子氏
鶴見大学短期大学部専任講師 朴 淳香氏

||"■羹1祟晉自め部|■
0}研修テーマ

1111111ヽ |1薇1部|‐

14)日 時

平成 16年 8月 2日 (月 )

(2)会場

い)参加費

5,000円 (学生2,000円・資料代を含む)

0定 員  80名
(7)申 し込み

日本学校体育研究連合会事務局 (郵送かFax)

〒1510052 東京都渋谷区代々木神園町 3-1
国立オリンピック記念青少年総合センター内

Fax  03-346 5-7464
18)参加費振り込み先 (郵便局)

日座名義  働日本学校体育研究連合会事務局
口座番号   00130-2-563814
*郵便局備え付けの振替用紙にて,事前にお振り込
みください。

千代田区立昌平小学校 (」R山手線・秋葉原駅徒

歩 7分 ,」R中央線・お茶の水駅徒歩10分 ,地下鉄
銀座線・末広町徒歩 5分 )

(3)内容・講師 (未定)

14)定員  100名

・ 8月 3日 (火 )

「体育授業における効果的な水泳指導のあり方J

〈水中体ほぐしの運動)

∈②∬6年 8月 3日 ω
O会場

|■|■ⅢI■寺|1薇φ部:
|)研修テーマ 中野区立中野第九中学校 (JR中 央線・中野駅 ,

地下鉄東西線・中野駅徒歩 5分 )

(4)講自雨

板橋区立志村第二中学校主幹 鶴貝秀明氏
小平市立小平第四中学校教諭 角屋仁志氏
b)参加費 無料

各研修会とも,未定部分等,お 問い合わせは下

記までお願いします。

助日本学校体育研究連合会事務局

1510052 東京都渋谷区代々木神園町3-1
国立オリンピック記念青少年総合センター内

TIL 03-3465-3954
Fax 03-3465-7464
E mail gakutairen@mSb biglobc ncjp
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聯 国部含↓:組織

“

|ヽの研究勁成に

'い

て
(財)学体連では,寄付行為第 4条に則り, さま
ざまな研究助成事業を行つております。平成 16年度

は,その一環として幼稚園部会の組織化を促進する
ための助成を,加えて行います。
これは,学体連加盟の都道府県の中で, まだ組織
化が図られていない地区に対して行うもので,団体
または個人に補助金をお支払いして,組織化のため
の研究を進めていただく助成です。

幼児期の「体の覚醒Jや「運動保育Jに対する重要性

は周知のとおりで,「学体連」においても, いくつか

の都道府県に「幼稚園部会Jが位置づけられるように

なりました (「学体連会報」第41号 「巻頭言J参照)。
今回の助成をきっかけとして,今後ますます幼,小 ,

中,高 の連携が深まり,多 くの地区に幼稚園部会が

位置づけられるよう,期待しています。

【申し込み方法】

各都道府県学体連・事務局にお配りしてある「研

究助成募集要項」をご覧のうえ,「研究助成金支給申

請書J(様式 1)を使用し (ただし, 中請書に「『幼
ft園部会』組織化への研究Jと 明記).県学体連を通
じてお申し込みください。

締め切りは8月 31日 (必着)です。随時,審査委
員会を開き,結果は,直ちに各都道府県学体連会長
および研究助成中請者に通知いたします。

なお,助成を受けた団体または個人は,年度末ま
でに「研究助成金執行報告書J(様式 2)を提出して
いただきます。

詳細は,(財)学体連事務局までお問い合わせくだ
さい。

「
、

財 濶 輻

…

∞ 臨
国

(財 )日本学校体育研究連合会 特別賀助会員
NECインターチャネル株式会社
東京都港区三日1423(三日国際ビル )

NE⊂
一
動鶴 境

―
″ヽindows 95/98
/Me/NT/2000/XP

■「器械運動」、は 現運動」、「体つくり」、「保健」を収録。

自体育の事前学習に最適な内容。

日「めあて」に沿って単元の学習言拒取勇2■力罐み立て続

■脂導用]こ |よ 陥 導案集」「練習カード集」を添付。

Tスひとりのい づ
.く

りrr_

)舌用できるデ=夕をラインアップ′
学体連支援企業

国   (株)学習研究社 教科歯書事業部
〒●08502東京都大田区仲池上 1 17 15 TEL 03 37268〕 34

△個人判定票

帳票はすべて,扱いやすいA4サイズです。

小学校・中学校・高校用

学研式・体カテスト診断システム
(文部科学省新体カテスト実施要項準拠)

FAX 03‐ 3726‐ 8148

第 41号

Gakutairen 事務局だより

【平成15年度 賛助会員】

一般賛助会費 (]万円) 栃  木 栃木県 中体 連 福  丼 斎 藤   優 Tl歌山 瀬 越 浩 美 佐  賀 鵜 池 國 幸

北海道 波 佐 光 洋 桑 田 秀 子 岐 阜 成 畑 道 行 大 藤 茂 樹 長  崎 丼 手 大 統

青  森 前  田 龍 夫 千  葉 脇 坂 保 雄 木 村 一 郎 島  根 生 和 忠 昭 伊 藤 莞 己

秋  田 嵯  1我 正 俊 宋  宗 田 畔 基 成 愛 知 松 丼 艮 治 岡  山 岡 本   j青 F日 本 泉   勝 寿
山  形 畠 山 重 行 山  梨 古 屋 征 人 森   幹 男 大 上 陽 之 大 分 大 分 県 学 体 連

茨 城 植 野 孝 雄 長  野 丸 山 茂 彦 大  阪 加 藤 三 代 子 山  口 友 澤 慣  吾

小 暮 守 雄 新 潟 出 来 島 精 ― 兵  庫 太 下 晃 弘 愛 媛 鎌 田 サ チ 子
〃 1刀 ヽ 室   洋 福  丼 藤 田 忠 雄 奈  良 池 田 勝 行 佐  賀 木 原   昇

一般賛風り会費 (5干円) 山  形 奥 山 利 夫 群  馬 鳩 山 定 次 1石 | 中 森   智 大  阪 中 丼   馨

Jヒ海道 高 橋 秋 男 福  島 鈴 木   仁 千  葉 鈴 木 純 也 1福 丼 前 田 和 子 鳥  取 三 浦 三 弘
岩  手 四 戸 孝 丸

茨  城

鈴 木   勇 面 高 正 孝 1静 岡 岡 村 福 彦 福  岡 古 賀 義 次

秋  田 國 井 不□ 男 大 久 保 邦 男 神奈リ 山 崎   勝 1滋 賀 勝 見 ― 寛

山  形 梅 本 俊 芳 栃  木 大 買 隆 ― 郎 長  野 |1村 良 三 1京 都 水 谷 一 成

運体学

事務局から|の|お願い

1 書類等の提出

年度初めの書類は, 前年度の事務局ならびに県教

育委員会・主管課長宛に送付いたしますので,担当
者の変更があった場合には,新事務局に連絡・転送
等をお願いします。

報告書等は,提出期日を守ってご提出ください。
郵送, ファックス, メールヘの添付いずれの方法で

も構いません。提出書類のフォーマットを希望され

る場合には,件名にその旨を明記して,学体連宛に
メールをお送りください (セキュリティーの関係上,

要件が明確でないメールは削除していますので, ご

注意ください)。 折り返し報告書のファイルを送信い

たします。

万が一,お願いした期日までに提出できない場合
には,お 手数ですが,必ず事務局までご連絡くださ
い。

なお,年度途中で,会長・事務局等が変わられた
場合には,速やかにお知らせください。

2 分担金等の納入方法

①分担金

②全国学校体育研究大会紀要 (16年度三重大会)

の申し込み

③全国学校体育実技研修会 (幼稚園・保育園の部)

の申し込み

④50周年記念誌の申し込み

⑤一般賛助会費

以上に関しては,すべて郵便振替でお願いいたし
ます。

日座番号 東京 00130-2-563814
口座名義  (貝J)日本学校体育研究連合会事務局

3 特別賛助会員団体会費の納入方法

特別賛助会費は,銀行振込でお願いいたします。
振込宛先  東京三菱銀行 新宿中央支店

普通口座  5230569
日座名義

(財)日 本学校体育研究連合会 会長 浅田隆夫

4 事務局開局日時

事務局は,火 1麗 ・木曜・金曜日の12時から16時 ま
で開局しております。お問い合わせ等はこの時間帯

にお願いいたします。
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1510052 東京都渋谷区代々木神園町 3-1
国立オリンピック記念青少年総合センター内

T■  03-3465-3954
Fax 03-3465-7464
E―olail gakutairenOInsb biglobo ne jp

事務局が留守の場合には,留守番電話に用件・ご
連絡先等を録音していただくか, ファックス|メ ー

ルにてご用件をお知らせ ください。折り返しご連絡

いたします。

頒布ご希望の方は郵便局備え付けの振替用紙にて,
「50周 年記念誌」と明記のうえ,下記口座までお振り
込みください。即日,宅配便 (佐川急便)に て送付
いたします。

日座番号 東京 00130-2-563814
目座名義  (財 )日 本学校体育研究連合会事務局

(財 )日 本学校体育研究連合会では,50周 年記念事
業の一環として,「 50周 年記念誌Jを刊行いたしまし
た。本誌の内容は以下の通りですが,本連合会の歩
みがひと目でわかり,第 1回からの全国大会研究テ
ーマー覧 (分科会を含む),全会報 (縮小版)等 ,大
変好評をいただいております。

50周年 記 念 誌

A4判  440頁
頒布価格
2,500円
(送料サービス)
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第 I章 財団法人日本学校体育研究連合会の歩み
I 財団法人日本学校体育研究連合会小史

(財)日 本体育指導者連盟
(財)日本学校体育研究連合会の設立
(則 )日本学校体育研究連合会の沿革

Ⅱ 財団法人日本学校体育研究連合会の事業
全国学校体育研究大会

全国学校体育研究優良校表彰

全国学校体育研究文部科学大臣賞 (最優

秀校)表彰
全国学校体育研究功労者表彰

全国学校体育実技研修会
Ⅲ 都道府県学校体育研究連合会小史
第Ⅱ章 全国学校体育研究大会の歩み
I 発展のあしあと
はじまり 変遷 研究大会の主題の変遷
部会主題の変遷
Ⅱ 学習指導要領の変遷
通史 学習指導要領に見られる 3つ の時
代的枠組み 学校体育と総員1体育の関係
Ⅲ 研究の成果

幼稚園部会 小学校部会 中学校部会
高等学校部会 特殊教育諸学校部会
まとめと課題

Ⅳ 全国学校体育研究大会関連資料
体育関係学習指導要綱・学習指導要領一

覧

全国学校体育研究大会分科会主題および

研究概要

第Ⅲ章 財団法人日本学校体育研究連合会の回顧
と展望

I 「これまで」
―初代から4代会長の偉大な業績―

Ⅱ 「いまJ-5代 から6代会長の業績―
Ⅲ  「これからJ
一学校体育問題と授業研究の充実に向け

て一

第Ⅳ章 資料
I 歴代役員
Ⅱ 会則
財団法人日本体育指導者連盟寄附行為

財団法人日本学校体育研究連合会寄附行為

〈設立時〉

財団法人日本学校体育研究連合会寄附行為

〈現行〉

全国学校体育研究大会開催基準要項

全国学校体育研究優良校・功労者表彰要項

研究助成募集要項

加盟団体分担金

賛助会員に関する規定

体育用品推薦要項

財団法人日本学校体育研究連合会象徴旗

Ⅲ 教育・研究に関する図書・出版物
図書 機関誌

付録  学体連会報

(財)日本学校体育研究連含会を通じて

「健康で明るい未来社会」をめざす 学体振

(財)学体連を支援し「スポーツ教育」

ともに学ぶ企業集団です。

〔事業内容〕

①「スポーツ教育Jのシンクタンク設立

② 全国大会開催地への支援

日本学校体育振興会
会 長 児島lkl 山本格人
事務局 大阪府門真市末広町40中5



成長期の正しい足の発育促進に
大きな効果を発揮する
画期的な21世紀のシューズ。

ず華撃ヽ
ヵ

口 教育シューズ振興会
本部事務局 〒700-0034岡 山市高柳東町13番46号 日進ゴム帥内

TEL(086)252-4381     FAX(086)254-8595


